


「社会システム産業」の
構築をめざして

セコムは、1989年に「社会システム産業」の構築をめざすことを
宣言し、その実現に向かって邁進しています。「社会システム産業」
とは、社会で暮らす上で、より「安全・安心」で、「快適・便利」なシ
ステムやサービスを創造し、それらを統合・融合させ、社会になくて
はならない新しい社会システムとして提供するものです。

セコムグループ（以下セコム）の事業領域は、セキュリティ、防
災、メディカル、保険、地理情報サービス、情報通信、不動産事業
と多岐にわたり、海外にも積極的に進出し、事業を展開していま
す。「社会システム産業」を構築するために、これらの事業のサー
ビスを複合的に組み合わせた独自のシステムやサービスの開発・
提供に取り組んでおり、いつでも、どこでも誰もが「安全・安心」
で「快適・便利」に暮らせる社会の実現をめざしています。
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社会への説明責任を果たすため、2009年から「環境
報告書」を、2013年からは「CSRレポート」を発行して
います。

本年の「セコム株式会社 CSRレポート2016」は、セ
コムのCSR（企業の社会的責任）を“CSRトピックス”、

“社会課題を解決する戦略的CSR”、“信頼構築のため
の基盤的CSR”※1という3つの切り口からまとめていま
す。また、国連で「持続可能な開発目標（SDGｓ）」が採
択されたことを踏まえ、セコムの取り組みでSDGsに関
連する箇所には、SDGsのアイコンを示しました。（詳細
は、6ページをご参照ください）

セコムのCSRの詳細と各種データは、セコムのWeb
サイト「CSRの取り組み」※2に掲載しておりますので、ぜ
ひそちらもご覧ください。

スチュワードシップ・コードの策定、コーポレートガバ
ナンス・コードの制定を受けて一段と高まる情報開示
の必要性・要請を踏まえ、これからもわかりやすくタイ
ムリーな情報発信に努めていきます。
※1：	基盤的CSRについては、社会的責任に関する国際規格ISO26000で示される

７つの主要課題に沿って記載しています。
※2：	Webサイト「CSRの取り組み」　･

http://www.secom.co.jp/corporate/csr/report/　

■ 報告対象期間
2015年度（2015年4月1日～2016年3月31日）
一部、この期間前後の取り組みも含みます。

■ 報告対象組織　
セコム株式会社　
※「セキュリティ事業グループ」と表示している場合は、33ページ下段の26
社です。また、「セコム」「セコムグループ」と表示している場合は他の事業
会社を含めています。

■ 発行時期　
2016年10月（次回：2017年10月）

■ 参考ガイドラインなど
◦GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン 
第4版」：中核準拠

◦環境省「環境報告ガイドライン2012年版･
（平成24年4月）」
◦ISO26000/JIS Z 26000
◦国連「持続可能な開発目標（SDGｓ）」
◦国際統合報告（IIRC）フレームワーク

■ お問い合わせ先　
セコム株式会社
社会・環境推進部
TEL：03-5775-8518  E-mail：csr@secom.co.jp
コーポレート広報部
TEL：03-5775-8210  E-mail：media@secom.co.jp

編集方針

GRIガイドライン第４版の中核準拠と、報告の重要課題（マテリアルな側面）
GRIサステナビリティ・レポーティング・ガイド

ライン第4版（以下G4）で提示されている46の
側面に、経済・環境・社会や、ステークホルダー
の皆様に与える影響を照らして報告の重要課題
を特定し、「中核」に準拠した報告書としました。
重要課題の特定に際しては、「重要性」「ステー

クホルダーの視点」「網羅性」の観点から定性的・
定量的に分析を行って次の項目としました。
※詳しくは、GRI「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライ
ン第4版」との対照表をご参照ください。（Webサイトの「CSR
レポート」ダウンロードページ）

●報告の重要課題（括弧内は、G4に基づく側面と指標）
◦地球温暖化防止活動（大気への排出 EN15-19）
◦くるまのエコ活動（輸送・移動 EN30）
◦ダイバーシティの推進（多様性と機会均等 LA12）
◦労働安全衛生（労働安全衛生 LA8）
なお、「コンプライアンス」「高品質なサービス・商品の提供」「情

報セキュリティ」などの重要課題は、Ｇ4の側面・指標にないまたは一
致しないため、今回はG4の指標を開示しておりませんが、ステークホ
ルダーの皆様にわかりやすく伝わるように留意し、報告しています。

※セコムのＣＳＲ活動の重要課題については、セコムのＣＳＲ（11、12ページ）をご参照ください。
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「CSRレポート2016」、
「ＥＳＧデータ（環境編、･
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報告の
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Ｗebサイト「ＣＳＲの取り組み」

ＵＲＬ：http://www.secom.co.jp/corporate/csr/report/

セコムのCSR報告



「社業を通じ、社会に貢献する」　
社会課題と、セコムのビジョン

トップ対談

後藤氏　2015年9月の国連の「持続可能な開発目標（以
下SDGs）」、12月の地球温暖化防止のための「パリ協定」
で、世界のベクトルが大きく変わりました。つまり、「世界
は無限」で「進歩と成長」をひたすら追い求めるという従
来の考えにかわって、「世界は有限」で、その中で「サステ
ナブルな発展（持続可能な開発）」を社会全体で考えなけ
ればならない、ということを世界各国が確認しあい、取り
組むことを誓ったのです。

セコム株式会社代表取締役社長の中山泰男が、日本のＣＳＲ／ＥＳＧの第一人者である後藤敏彦氏をお迎えし、
世界の潮流や今後企業に求められる取り組みをテーマに意見を交わしました。

中山　企業を経営していく上で、本質的な潮流を常に意
識しています。現在のメガトレンドとしては「地球温暖化」、
「資源の枯渇」、そして「透明性」が重要で、このメガトレ

大きな時代の変革　メガトレンド

セコム株式会社　代表取締役社長

中山 泰男
特定非営利活動法人サステナビリティ日本フォーラム
代表理事

後藤 敏彦氏

環境監査研究会代表幹事、NPO法人社会的責任投資フォーラ
ム最高顧問、(一社)グリーンファイナンス推進機構理事、(一
社)グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン理事、認定
NPO法人環境経営学会会長など。環境省事業である環境情報
開示基盤整備事業検討会座長/環境コミュニケーション大賞検
討会座長・審査委員/ Eco-CRIP事業検討会座長など複数委員
会の座長・委員を務める。元大手損保会社勤務、元GRI運営委
員・理事、東京大学法学部卒。

後藤 敏彦氏 ｜ プロフィール

3 SECOM CSR Report 2016



ンドを「チャンス」と捉え、レジリエント（強靭な）企業と
して経営戦略の大胆な舵取り、まさしく「ビッグ・ピボット
（大転換）＊1」な経営をしていく必要があります。
後藤氏　企業が生き延びるためには、こうした世界の大き
な方向性の変革を取り込み、長期を見据えたビジョンで方
向性を示し、ロードマップを描くことが必要です。向こう数
年の短中期目標だけでは社会の変革に取り残されてしま
います。
中山　おっしゃる通り、企業としての大きな方向性を示す
ビジョンや長期目標が重要です。セコムでは「SDGs」や「パ
リ協定」、日本政府の「地球温暖化対策計画」を踏まえて
温室効果ガス削減の2030年目標を策定し、取り組みを開
始しました。また、2050年にあるべき姿に向かって、バッ
クキャスティングの思考で、さらなる削減に取り組んでい
きます。
※詳しくは、8ページ、25ページの「地球温暖化防止の取り組み」をご参照ください。

中山　企業にはさ
まざまな社会的責
任の果たし方が求
められていますが、
セコムは企業の社
会的責任（CSR＊2）
を、基盤的CSRと
戦 略 的CSRの2つ
に整理しています。
基 盤 的CSRとは、
社会から信頼を得
るための取り組み
で、企業活動の大
前提となるリスク

マネジメントでもあります。一方、戦略的CSRは、さまざ
まな社会課題を解決するセコムの事業そのもので、現在
「セキュリティ」「超高齢社会」「災害・BCP・環境」を重
要課題として取り組んでいます。
後藤氏　セコムの場合、事業そのものが社会貢献という
イメージがありますね。具体的に最近どのようなことをさ
れているのでしょうか？
中山　例えば「セキュリティ」では、民間防犯用として世界
初となる飛行船やドローン、そして高精度な3次元立体地

図を警備計画等に活用する「セコム3Dセキュリティプラン
ニング」を開発しました。今後ますます増えてくる国際会
議やスポーツイベントなどで、広域をカバーする高次元の
セキュリティを提供できるようになります。
「超高齢社会」では、お年寄りが自宅で安心して不便な
く暮らしていけるよう、お困りごとをワンストップで解決す
るサポートサービス「セコム・マイホームコンシェルジュ」
を東京都杉並区で開始。また、元気に外出も楽しめるよう
に、屋内外を問わず対応する救急時対応サービス「セコム・
マイドクタープラス」も提供しています。
そして、「災害・BCP・環境」では、セコム飛行船による
空からの災害時避難誘導、「セコム3Dセキュリティプラン
ニング」の災害予測や被害状況把握への応用などの検討
を進め、災害に強い街づくりなどに貢献していきます。
※戦略的CSRについては13 〜 16ページを、基盤的CSRについては17ページ以降
をご参照ください。

「社業を通じ、社会に貢献する」
セコムのＣＳＲ

レジリエント企業であり続けるために

後藤氏　レジリエント企業としてさらに成長を続けるため
に、具体的にどのようなことをされていますか？ 
中山　ピーター・D・ピーダーセン氏は、著書「レジリエ
ント・カンパニー」の中でレジリエンスの高い企業の特徴
として「アンカリング（企業としての拠り所）」、「自己変革力
（自発的に変わり続けるための組織的能力）」「社会性（社
会と企業双方が利するベクトル設定）」を挙げています。
これは、セコムが大切にしている「企業理念」や「組織風土」
そのものですが、グループの全組織、全社員が今まで以
上に意識し、実践しなければなりませんね。
後藤氏　セコムの競争力の優位性は、人とITを活用した
サービスのネットワークにあると思います。しかし、セコム
がゼロから積み上げてきたことが、技術やAI（人工知能）
の急速な発達など思いもよらない新たなイノベーションに
より、実現されることもあるかもしれません。これまでセ
コムは未開の領域を独力で切り開いてきましたが、今後は
外部の知識・情報・技術を取り入れて、うまく利用してい
くことも必要ではありませんか？ 
中山　はい。外部との協働も大切なことですから、例えば、
グループの資源・技術と社外の技術とアイデアを融合さ
せて社会課題を解決する「セコムオープンイノベーション」
という活動を昨年から行っています。また、地域の社会課
題を解決するために渋谷区と2016年8月に締結した「シ
ブヤ・ソーシャル・アクション・パートナー協定」、地域の
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トップ対談 「社業を通じ、社会に貢献する」社会課題と、セコムのビジョン

金融機関と企業の技術やアイデアとセコムのサービスや
技術を融合させる事業共創プロジェクトを開始するなど、
さまざまな取り組みを始めています。
※詳しくは、7ページの「社会課題への挑戦」をご参照ください。

中山　2016年10月、世界的に著名な環境NGOのCDP
が行う気候変動への取り組み評価において、「Aリスト＊3」
認定を得ました。「Aリスト」に認定されたのは、日本の大
手企業500社の中で22社、サービス業ではセコム1社で
した。「環境基本理念」「環境基本方針」にのっとった長年
の地道な活動と情報開示の取り組みが実を結びました。
後藤氏　すばらしいことですね。取り組みと情報開示は、
非財務面から企業価値を向上させるための両輪ですが、
非財務面をあらわすESG＊4情報開示の重要性が急速に高
まっています。私は環境省が進める「環境情報開示基盤
整備事業」に関わっています。企業の環境情報を機関投
資家に提供し、投資に活用してもらうための情報基盤を構
築する取り組みですが、企業価値を向上させるために、よ
り戦略的な取り組みと積極的な情報開示が必要な時代に
なりつつあることの一つの具体例でしょう。
中山　財務情報は結果・成績にしか過ぎず、企業の正し
い姿や将来を考える上ではESG情報が欠かせません。現
在、企業価値を正しく理解・評価するためには、財務情報

とESG情報をまとめて報告する統合報告や、そのベース
にある統合思考が必要不可欠と考えられています。

後藤氏　日本は、
ESG情 報を投資
判断に活用する
ESG投資＊5が、欧
米に比べて周回遅
れだと言われてい
ましたが、2015
年の日本版スチュ
ワードシップ・コー
ド＊6とコーポレー
トガバナンス・コー
ド＊7の策定や、世
界最大の機関投資
家であるGPIF＊8が
ESG投 資を本格

化する動きをきっかけとして、日本企業のCSRの取り組み
とESG情報開示はますます促進され、機関投資家などと
のコミュニケーションも活性化することでしょう。
中山　「利益は後からついてくる」「三方よし」という言葉
にあるように、企業が社会課題を見いだして解決し、社会
に役立った結果として利益が出る。ESG投資を重視する
現在の流れは、こうした日本の本来の経営に再び立ち返る
きっかけにもなるはずです。本日は、貴重なお話をありが
とうございました。

＊1：ビッグ・ピボット…アンドリュー・S・ウィンス
トン氏の著書「ビッグ・ピボット」において、先
の見えない経営環境のもとであっても、より本
質的な潮流を読み取り、正しい方向に経営の
舵を切りなおすことができるとされている。

＊2：CSR…Corporate Social Responsibility
＊3：Aリスト…気候変動対応について、①情報開

示（現状の把握） ②認識（気候変更の影響） ･
③マネジメント（気候変動リスクや影響の管
理） ④リーダーシップ（戦略的対応と課題の解
決）の観点から評価され（A〜D）、最高のA評
価を得た団体が「Aリスト」として認定される。

＊4：ESG…E：環境（Env i ronment）、S：社
会（Society）、G：企業統治（Governance）

＊5：ESG投資…ESG（環境・社会・企業統治）へ
の取り組みに対する評価の高い企業へ投資す
ること。

＊6： 日本版スチュワードシップ・コード…イギリス
の「スチュワードシップ・コード」を参考に、金
融庁が策定したもので、機関投資家が、投資
先企業の持続的成長に貢献するよう、その事
業内容や企業統治に関する対話を適切に行う
ことなどを求めている。

＊7：コーポレートガバナンス・コード …金融庁・
東証が制定した上場企業の企業統治の指針。

＊8：GPIF…年金積立金管理運用独立行政法人。
ESG投資の推進の一環として、2015年9月に
国連責任投資原則（PRI）に署名。世界最大の
機関投資家。

ESG投資の本格化と経営のあり方
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セコムの理念

■ 「セコムの事業と運営の憲法」

■ 「運営基本10カ条」

■ 「セコムの要諦」

　セコムには、社員が常に活き活きとし、組織の力を十分に発揮できるようにするために、創業以来脈々と受け継がれている
理念や考え方があります。
　代表的なものは、進歩に対する意欲を持ち、現状を打破することで独創的なシステムやサービスを創出する「現状打破の精
神」、セコムにとってではなく社会にとって正しいか、公正であるかを判断基準にする「正しさの追求」で、これらの理念の浸透が、
セコムの成長・発展の大きな原動力となっています。
　また、お客様をはじめとするステークホルダーの皆様からの信頼をいただくために、セコムでは法ならびに法の精神を遵守し、
法令で一般に定めるものよりさらに厳しい、セコム社員としての心得および行動基準を定めています。

セコムの基本理念である「社会に有益な事業を行う」
を常に考えの根底にすえて事業を行っていくために、セ
コムグループが実施すべき事業方針を定めています。

「セコムの事業と運営の憲法」を土台として、セコムが「社
会システム産業」として発展をするために、そして組織の
風土が常に革新的であり、濁りのない清

せいれつ
冽なものであり

続けるために、あるべき考え方、あるべき姿を、運営の基
本方針として定めています。

1962年の創業以来培われたセコムの行動原理を基盤として、セコムグルー
プの発展と社員の人間的成長を達成するための共通の理念を定めています。

■ 「セコムグループ社員行動規範」
「セコムの事業と運営の憲法」「セコムの要諦」とともに、コンプライアンスの
面からみて、いつの時代にも通用する普遍性を持つものとして制定されました。
「セコムグループ社員行動規範」には、セコムグループすべての社員のあるべ
き姿およびあらゆる業務の根底にあるコンプライアンスに関する考え方が規定
されており、社会、お客様、お取引先などとの関係における心得や具体的に遵
守すべき行動基準が明記されています。

社会課題とセコムのCSR ～持続可能な開発目標（SDGs）～
2015年9月、「国連持続可能な開発サミット」で、2030年までに地球規模で解決すべき「持続可能な開発目標（SDGs）」
が全会一致で採択されました。この目標を達成することが、政府・研究機関・企業・市民社会などのあらゆるセクターに求め
られています。
セコムは、創業以来「社業を通じ、社会に貢献する」という企業理念のもと社会課題の解決に取り組んでおり、本レポートでは、
SDGsの各目標に関連する取り組みにSDGsのアイコンを示しています。
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会課題を解決する高付加価値
なサービスの創造を担う「オー
プンイノベーション推進担当」
を設置しました。アイデアや最
新技術を有する企業・専門家
とのワークショップ「セコムオー
プンラボ」を開催するなど、外
部との戦略的な協働を図り、社
会の多様化するニーズに応える
「新サービス創出」に取り組ん
でいます。

CSRトピックス ～持続可能な社会のために～

社会課題への挑戦 ～パートナーシップ、協働の加速～

2015年9月、国連総会で2030年までの「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」が採択され、12月には、国連気候
変動枠組条約第21回締約国会議（COP21)で、地球温暖化防止のための「パリ協定」が採択されました。
地球を取り巻く社会課題に、政府・研究機関・企業・市民社会など、それぞれがより積極的に協働して取り組
むことが求められています。
持続可能な社会を構築するためのセコムの取り組みを、「社会課題への挑戦」「地球温暖化防止」「人財への取り
組み」「スポーツ競技の安全・安心な運営」という４つの切り口からご紹介します。

セコムは、事業を通じた社会課題の解決に向けてグループ各事業の総力を結集し、情報や目標を共有してきました。
さらに社会課題の解決を加速させるために、国や自治体、企業、NGOなどとも連携しています。

■ 渋谷区と「シブヤ・ソーシャル・アクション・ 
パートナー協定」を締結
2016年8月、渋谷区とセコムは、防災をはじめとするさ

まざまな社会課題を一体となって解決する「シブヤ・ソー
シャル・アクション・パートナー協定」を締結しました。本
社所在地である渋谷区と広範な分野で協力し、渋谷で暮
らす・働く・遊ぶなど関係するすべての方々にとって一層
魅力的な区になるよう地域社会に貢献していきます。

■ セコムのオープンイノベーション 
～社会課題に協働して、挑む～
2015年11月、セコムグループの持つ資源や技術と社外
のビジネスパートナーの技術やアイデアを融合させて、社

■ ジャパン・レジリエンス・アワード 
「最優秀レジリエンス賞」を受賞
2016年3月、次世代に向けた“強靭化（レジリエンス）
社会”の構築に向けた防災・減災の先進的な活動を表彰
する「第2回 ジャパン・レジリエンス・アワード」におい
て、「セコムグループの災害情報サービスの拡充の取り組
み」が最優秀レジリエンス賞を受賞しました。これは、一
般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会が主催し、災
害に強い国土、地域、人、産業づくりに貢献する活動や技
術開発、製品開発などを評価し表彰する制度で、昨年度に
続き２年連続で入賞しました。

「シブヤ・ソーシャル・アクション・パートナー協定」共同記者発表会 「ジャパン・レジリエンス・アワード」表彰式

情報発信サイト
「セコムオープンイノベーション」

社会課題を題材にした
「セコムオープンラボ」

特集

協働して取り組む、地域社会的課題 
（渋谷区との共同発表内容）
1. 安全かつ防災に強い都市づくり推進領域における支援
2. 超高齢社会に向けた健康増進領域における支援
3. ファシリティマネジメント領域における支援
4. 2020オリンピック・パラリンピック気運醸成に関する支援
5. 多様性社会（ダイバーシティ）の実現に関する啓発活動への支援
6. その他の支援

※セコムは、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会オフィシャルパートナー
（セキュリティサービス&プランニング）です。
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地球温暖化防止のために

COP21での「パリ協定」の採択、ならびに2016年5月の日本政府の「地球温暖化対策計画」を踏まえ、新たな
温室効果ガス削減目標を策定し、継続的な削減に取り組んでいます。

■ 中長期目標の策定 （2016年5月）
COP21で採択された「パリ協定」では、世界の平均気
温上昇を2℃未満に抑えるために、世界196の国と地域が
温室効果ガス排出削減に合意しました。
そして、日本政府の「地球温暖化対策計画」では、温室
効果ガス排出を2030年度に26%削減し、2050年までに
80％の削減をめざすことが示されました。
こうした動向を踏まえ、セコムでは世界的な視点からあ
るべき目標を設定する「アウトサイド・イン・アプローチ」
の考え方に基づき、従来の削減目標に加えて、セキュリ
ティ事業グループの新たな2030年中期目標を策定。さら
に2050年に向けて、セコムグループ全体で温室効果ガス
排出の大幅削減をめざします。

■ 2年連続「地球温暖化防止活動環境大臣表彰」を受賞
「平成27年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰（対策
活動実践・普及部門）」を受賞。これは、地球温暖化防止
への顕著な功績をたたえる表彰で、全国事業所での「オ
フィスのエコ」活動とその成果が認められ、2014年度に
続き2年連続の受賞となりました。

■ 「低炭素杯2016」で「ファイナリスト賞」を受賞
優れた地球温暖化対策活動を表彰し、その内容を広める

ことで、活動の促進を図る「低炭素杯2016」で、セコムの
取り組む「くるまのエコ ～ハード・ソフトの両面作戦～」が
「ファイナリスト賞」を受賞しました。

■ 国際的な環境NGOのCDPから、 
「気候変動情報開示先進企業」として選定
2015年11月、イギリスに拠点を置く国際的な環境NGO
のCDPによる、日本の大手企業500社の気候変動への取
り組みの調査報告書「CDPジャパン500気候変動レポート
2015」において、セコムはディスクロージャースコア（課題
認識と取り組み、情報開示度の評
価）で100点満点という極めて高い
評価を受け、「気候変動情報開示先
進企業（CDLI）」に選定されました。

短期目標（従来の削減目標）
2020年度まで、CO2排出を、
毎年1.5％継続的に削減する

中期目標
2030年度の温室効果ガス排出を、

2013年度比で35％削減する
長期的にめざす姿

2050年に向けて温室効果ガス排出の
80％削減をめざす

「地球温暖化防止活動環境大臣表彰」 「低炭素杯２０１６」の参加者とプレゼンテーション「ジャパン・レジリエンス・アワード」表彰式

ディスクロージャーリーダー
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■ 社員の健康増進 ～特定保健指導～
生活習慣病の発病リスクが高い社員の生活習慣見直

しを支援する「特定保健指導」を2008年から開始し、
2015年から対象者全員が指導を受けられるようにサービ
ス体制を拡充しました。
対象社員は保健師と面談
し、生活習慣改善のため
の計画を作成して6ヵ月
間取り組みます。2015
年度は95％の社員が最
後まで取り組み、そのう
ち7割が体重減少などの
成果を出すことができま
した。

CSRトピックス ～持続可能な社会のために～特集

人財への取り組み

「組織の力は社員個々の力の総和」という考えのもと、ダイバーシティの推進、人財育成、社員が活き活きと働く
ための基盤となる健康増進に取り組んでいます。

全国から集結した「女性の活躍推進担当」たちへの研修（女性の活躍推進委員会主催） グローバルで行われる「システム行動コンテスト」

■ 女性の活躍推進
日本社会が取り組むべき喫緊の課題「女性の活躍推
進」。セコムは、2013年にトップ・コミットメント「女性の
活躍推進宣言」を行い、専門セクション「女性の活躍推進
委員会」を設置しました。
委員会は、職種・年齢・役職問わずさまざまな立場か

ら選出された女性社員で構成され、女性社員がさらに活
躍するための課題について議論を行い、全社員の意識改
革を図るためにパネルディスカッションや男性幹部社員と
の座談会、啓発Webサイトの運営やメールマガジンの発
行を行っています。
また、課題である、「管理職に占める女性の割合が低い

こと」「女性の平均勤続年数が男性に比べて短いこと」を
解決するために、2016年3月に行動計画を策定し、取り
組みを開始しました。

■ グローバルでの社員教育
海外でも、日本と同じように最高水準のサービスを提供

するためには、マニュアルや規則どおりに業務を行えばよ
いのではなく、「なぜそうするのか」という基本的な考え方
を社員一人ひとりが理解して取り組むことが重要です。そ
のため、基本的考え方や行動原理である「セコムの理念」、
心得や行動基準を示した「セコムグループ社員行動規範」
を各国の言語に翻訳し、浸透を図っています。
さらに経営幹部や赴任者に対しては、各国の実状に応

じた法令遵守や賄賂の禁止、情報管理など、コンプライ
アンスについてのさまざまな研修を行っています。

女性役職者比率の推移 ―セコム（株）―

体重の変化（修了者）

減少
70.2%

変化なし・
増加
29.8%

女性の活躍推進目標（2016/3/1～2021/3/31）

・警備スタッフ※1以外の分野において、新しい女性役職者※2

を30名以上誕生させる

・仕事と家庭の両立支援に積極的に取り組み、女性の平均
勤続年数を延ばす 

・女性の活躍に関する意識調査アンケートにおいて、「自分は
活躍できている」と回答する女性社員の割合を向上させる

※1：	 「警備業法」で定められた研修を受けて警備業務に従事する
セキュリティ事業スタッフ 

※2：	給与において役職に対する手当が支給されている者

0
2
4
6
8
10
（%）

（年度）2013 2014 2015

9.99.1 9.6

7.26.6 7.0
全体
警備分野以外

各国での研修

9 SECOM CSR Report 2016



グローバルで行われる「システム行動コンテスト」

スポーツ競技の「安全・安心」な運営

スポーツ競技の協賛を通じて、スポーツ競技の発展に寄与するとともに、「安全・安心」に開催・運営されるように
セキュリティ面でも協力しています。

参加ランナーの「安全・安心」を見守った「東京マラソン」 箱根駅伝での沿道警備 ラグビー男子日本代表

セコム飛行船
※東京マラソン時に飛行

■ 「東京2020オリンピック・パラリンピック競技
大会」にオフィシャルパートナーとして協賛
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会にオ

フィシャルパートナー（セキュリティサービス&プランニン
グ）として協賛しています。1964年に開催された東京オ
リンピックでは、当時まだ創成期だったセコムが選手村の
警備を担当し、社会から高い評価と信頼をいただきまし
た。あの日と変わらぬ想いを胸に、セコムは東京2020大
会でも「安全・安心」に貢献します。

■ スポーツイベントのセキュリティ対策
2013年4月に米国・ボストンマラソンで発生したテロ
事件（3人死亡、282人負傷）は、世界的に大きなニュー
スとなりました。マラソン・駅伝などの長距離競技大会の
コースは一般道を使用し、沿道には多くの応援者が見守
るため、この事件を契機に、国際競技や大規模なスポーツ
競技の大会では、選手の安全はもちろんのこと、関係者
や観客の安全確保、そして大会の安全運営が強く求めら
れるようになりました。
2016年2月に開催された、「東京マラソン2016」では、
民間防犯用で世界初の「セコム飛行船」「セコム・ドロー
ン検知システム」を配備。警察と連携し、フィニッシュ付近
の異常や不審ドローンなどの早期発見、早期対処に努めま
した。さらに、顔画像で本人確認を行う「ナンバーカード
認証システム」や「ウェアラブルカメラ」を装備した常駐警
備員を配置するなど、最新のセキュリティシステムを提供
し、「安全・安心」な大会運営に貢献しました。
また、日本の正月の一大イベントである箱根駅伝におい
ても、のべ1,000人以上の常駐警備員が全区間の警備に
あたりました。
今後もセコムは、独自の技術力・開発力を活かした画
期的なセキュリティシステムの提供や訓練を積んだ警備員

の対応でスポー
ツイベントの「安
全・安心」な開催・
運営に貢献して
いきます。

■ 各種スポーツへの協賛
セコムは、東京2020大会への気運の盛り上げや、各種
スポーツの発展・振興に貢献しています。具体的には、東
京マラソンや箱根駅伝、さいたま国際マラソンなどの長
距離競技やラグビー男子・女子日本代表（15人制・セブ
ンズ）、スーパーラグビーのサンウルブズへの協賛に加
え、セーリングや馬術など多様なスポーツに協賛していま
す。また、体に障がいのある方とない方がオリンピアン、

パラリンピアンと一緒
に東京2020大会の
舞台となるお台場で
ウォーキングを楽しむ
ジャパンウォークにも
協賛し、「心のバリア
フリー」にも取り組ん
でいます。 ウェアラブルカメララグビー女子セブンズ日本代表

Ⓒ東京マラソン財団 Ⓒ月刊陸上競技 ⒸJRFU

ⒸJRFU
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セコムのCSR＊1

重要課題（マテリアリティ）社会的トレンド・課題
（超高齢社会、IT犯罪、気候変動、減災など）

戦略的CSR 「セキュリティ」「超高齢社会」
 「災害・BCP・環境」

基盤的CSR 「組織統治」「公正な事業慣行」
 「人権」「労働慣行」「環境」「消費者課題」
 「コミュニティへの参画及びコミュニティの発展」セコムの経営資源・経営基盤

機会とリスク ステークホルダーとの
コミュニケーション

セコムでは、事業を通じて社会課題の解決を図る取り組みを「戦略的CSR」、社会からの信頼構築の土台
となるESG＊2課題への取り組みを「基盤的CSR」と定義し、それぞれに取り組んでいます。
＊1：CSR…Corporate Social Responsibility　　＊2：ESG…E：環境（Environment）、S：社会（Society）、G：企業統治（Governance）

「企業と社会が共に持続的に発展することが重要である」との考え方を根底において、創業以来、事業を通じた
CSRを実践しています。

セコムがめざす、“いつでも、どこでも、誰もが「安全・
安心」で「快適・便利」に暮らせる社会”の実現のために、
セコムグループが実践すべき事業方針を「セコムの事業
と運営の憲法」に定めています。さらに、社員一人ひとり
が企業理念を日々の業務活動において実践するための行
動基準として「セコムグループ社員行動規範」を定め、あ
らゆる活動に関連させて、その浸透を図っています。
「日本のCSR経営元年」といわれる2003年から十数年
を経て、企業と社会の持続的成長のためにCSRを能動的
に経営戦略に組み込む“CSV”＊3の考え方が本格化してき
ましたが、創業以来、さまざまな社会課題の解決に取り組
んでいるセコムの事業活動は、事業を通じたCSR・CSV
の実践そのものです。
一方、企業が社会から信頼を得て、持続的に成長するた

めに、企業として当然果たさなければならない責任や、積

CSRを推進するにあたり、セコムでは、さまざまな社会
課題を抽出したのち、経営資源、ステークホルダーの皆様
からのご意見やご期待に照らして、重要課題を整理してい
ます。

「戦略的CSR」の重要課題は、「セキュリティ」「超高齢社
会」「災害・BCP・環境」で、競争力の源泉となる「技術力」
「人財」「オペレーション・コントロール体制」、事業イン
フラの中核拠点である「データセンター」などの経営基盤

極的に取り組むべき事項があり、コンプライアンス、リス
クマネジメント、環境といったさまざまな社会課題に対応
することもCSRです。
こうしたCSRの取り組みについて、事業を通じて社会課
題を解決する“攻め”の取り組みを「戦略的CSR」、企業と
して社会から信頼を得るための“守り”の取り組みを「基
盤的CSR」と定義しています。

CSRの考え方と特徴

セコムの重要課題（マテリアリティ）

「社業を通じ、社会に貢献する。」
「社会に貢献する事業を発掘、実現しつづける責任と使命を有する。」

「常に革新的でありつづける。」
（「セコムの事業と運営の憲法、運営基本10カ条」より）

＊3：CSV…Creating Shared Value（企業と社会の共有価値創造）

セコムの優位性・
らしさの追求

社会への付加価値提供

セコムならではの厳しい基準
コンプライアンス･
リスクマネジメント

社会からの信頼の獲得

戦略的
CSR

基盤的
CSR

価値
創造

信頼
構築

攻
め

守
り
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株主・機関投資家お客様 社員お取引先 地域 メディア 行政 NPO／NGO

社  会

社会の困りごと、日常の不安を“ALL SECOM”で解決し、「安全・安心」で「快適・便利」な社会を実現

ステークホルダーとのコミュニケーション

事業活動を支え社会から
信頼を得る基盤的CSR 消費者課題環境 コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

組織統治 公正な事業慣行 人権 労働慣行

▶株主総会
▶アナリスト・機
関投資家向け
決算説明会
▶ホームページ
などでのIR情
報開示
▶ESG調査への
対応

▶お客様訪問
▶お客様サービ
スセンターで
の対応
▶ホームページ
での情報開示
▶情報誌・メル
マガの発行

▶セコム組織風
土社員会議や
セコム社員連
合組合との意
見交換・議論
▶社内報
▶社内イントラ
ネット
▶各種相談窓口

▶アンケートな
どの各種調査
実施
▶品質向上・環
境保全のため
のさまざまな
協働
▶CO2排出量
の把握と削減

▶地域とのパー
トナーシップ
▶SNSによる安
全・安心情報
の発信
▶地域主催活動
への参画
▶社会貢献活動
▶ラグビー部の
活動

▶記者発表会の
実施
▶施設見学会の
実施
▶取材協力
▶報道資料の
配布
▶ニュースレ
ターの配布

▶国・自治体の
実施事業への
参画・協働
▶行政主催セミ
ナーへの参加
▶業界団体を通
じたコミュニ
ケーション
▶各種アンケー
トの対応

▶社会貢献での
協働
▶NPOなど主
催イベントへ
の参加
▶各種団体を通
じたコミュニ
ケーション
▶CSR調査への
対応

社会課題を解決する
戦略的CSR “ALL SECOM”

超高齢社会 災害・BCP・環境

セキュリティ

を最大に活かして、“ALL SECOM”でさまざまなサービ
ス・商品を創出しています。
また、「基盤的CSR」については、ISO26000が定める
中核主題＊4なども参考とし、創業以来培ってきた強力なコ

近年、企業の持続的な成長可能性
や企業価値を判断する際に財務情
報だけでなく、さまざまな社会課題
への取り組みなどの非財務情報も重
視し、中長期的な視点で評価する傾
向が高まっており、GPIF＊5（年金積
立金管理運用独立行政法人）のESG
投資本格参入（2016年）などから

も、その傾向がうかがえます。また、機関投資家に投資先
企業との対話を促す「日本版スチュワードシップ・コード」
（2014年金融庁）および、上場企業の企業統治の指針

ンプライアンス体制のもと、さまざまなテーマに取り組ん
でいます。
＊4：中核主題…社会的責任に関する国際規格のISO26000で示される“組織統治・

公正な事業慣行・人権・労働慣行・環境・消費者課題・コミュニティへの参画
及びコミュニティの発展”の7つの主要課題のこと。

※CSRレポートの報告における重要課題は、2ページをご参照ください。

である「コーポレートガバナンス・コード」（2015年金融庁・
東証）が制定され、その精神にのっとった組織運営と情報
開示が求められています。
セコムには、経営の土台となる明確な企業理念と、「社
業を通じ、社会に貢献する」というミッションがあります。
「安全・安心」「快適・便利」の社会インフラになるような、
さまざまなサービスの創出に取り組むとともに、ステーク
ホルダーの皆様とより一層緊密なコミュニケーションを図
り、適切な情報開示に努めていきます。
＊5：	GPIF…ESG投資の推進の一環として、2015年9月に国連責任投資原則（PRI）

に署名。世界最大の機関投資家。

社会から信頼される企業であり続けるために
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ビッグデータ（データセンター）

1966
日本初、オンライン安全システム

「SPアラーム」
ご契約先を遠隔監視する
発進拠点から緊急対処を行
う、現在のセキュリティシ
ステムを開発し、セキュリティの普及に貢献

信頼される安心を、社会へ。
社会課題を解決する、戦略的CSR

1962年、セコム創業当時は「水と安全はタダ」と思わ
れていた時代でしたが、セキュリティ事業は「社会に貢献
できる事業である」との確信を持ち、さまざまなサービス

を生み出してきました。そして、「日本のセキュリティを創っ
てきた」という強い自負のもと、「セコム」が「セキュリティ」
の代名詞になるほどまで、広く一般に普及させたいという

セコムの競争力の源泉である、「人財」「技術力」「オペレーション・コントロール体制」と「ビッグデータ」を最大限
に活用し、「セキュリティ」「超高齢社会」「災害・BCP・環境」の3つの分野で、社会課題の解決に取り組んでいます。

戦略的CSR

セコムを支える経営基盤
人財

オペレーション・コントロール体制

技術力
「セコムの理念」「セコムグループ社員行動規範」を実践する

プロフェッショナルな人財

さまざまなサービスを支える強靭な運営

コア技術の創出、独創性と信頼性の高いシステムを生み出す
研究・開発力

History Trail 〜事業を通じた社会課題の解決〜

1962 1964 1965 1966 1969 1970 1972 1974 1975 1981 1988 1998

「ザ・ガードマン」
のモデルに

日本初、銀行CDコーナーの安全
システム「CDセキュリティパック」

日本初、オンライ
ン画像監視システ
ム「セコムAX」

大阪万博
日本初、指紋照合シ
ステム「セサモ-ID」札幌オリンピック

1962
日本初、警備保障会社を創業

民間初、巡回
警備と常駐警
備で、日本社
会に「安全・
安心」を提供

1964
東京オリンピック選手村の
警備を担当

オリンピッ
クの安全な
開催に貢献

セキュリティ オフィス、家庭、パーソナル空間、そしてサイバー空間でも、
誰もが安心して暮らせる社会の実現をめざします。

超高齢社会 セキュリティ 災害・BCP・環境

1969
「SPアラーム」が 
108号連続射殺
魔逮捕に貢献
世間を震撼させ
た凶悪犯罪の解
決に貢献

1975
世界初のコンピュー
タ・セ キュリティ・ 
システム稼働
サービス品質と効
率の飛躍的進化を
実現

セコム・メディカルサポートセンター セコム・コントロールセンター セコムあんしん情報センター

新たなニーズに対応した革新的なシステムやサービスを提供し、社会に貢献
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強い想いを、「セコム、してますか？」というフレーズに込
めました。
また、お客様の生命や財産を守るフィジカル（物理的）

セキュリティだけでなく、高度化・複雑化する情報通信社
会に対応したサイバー（情報空間）セキュリティにおいて
も、さまざまなサービスを提供しています。

社会課題

SDGs

情報セキュリティ
情報流出設備管理

食品の異物混入火災

サイバー犯罪 テロ

泥棒 迷子急病
犯罪強盗 誘拐

コントロールセンター
全国47カ所

海外セキュリティ契約件数
76万1千件

サイバー消防団※

24時間365日緊急発進拠点
約2,800カ所

「セコムドローン」は、民間防犯用として世界初の自律型小型飛行監視ロボットで、敷地内に異常が発生した場合、現場
へ自動的に飛行して、不審車（者）の画像を撮影してセンターに送信し、不審車（者）の追跡・確保に活躍します。また、敷地
内へのドローン侵入をレーダー、音、カメラ映像により検知する「セコム・ドローン検知システム」も開発。重要施設や大
規模イベント会場での活用が期待されています。

■ 自律型小型飛行監視ロボット「セコムドローン」※、「セコム・ドローン検知システム」

民間防犯用の飛行船として世界で初めて実用化。「東京マラソン2016」や「G7伊勢志摩サミット」で運用を開始し、搭
載した高精細なパンチルトズームカメラで地上の状況を監視。2020年に向け、ますます増加する国際会議やスポーツ競
技大会、大規模イベントなどで、空から広範囲の安全を見守ります。

■ セコム飛行船

中長期的な企業価値の向上、競争力の強化等の観点から経営革新、収益水準・生産性の向上をもたらす積極的なＩＴの
利活用に取り組む企業として選定されました。世界初となるコンピュータ・セキュリティ・システムの開発（1975年）に
始まり、近年では国内最大級のデータセンターを活用した新しいセキュリティサービスを提供しています。

■ 経済産業省・東京証券取引所による ｢攻めのIT経営銘柄2016｣ に選定

20072001 2005 2010 2013 2015 2016

日本初、屋外巡回
監視ロボット「セ
コムロボットX」

日本初、強盗を自動検
知する「インテリジェン
ト非常通報システム」

日本初、センサー一体型防
犯合わせガラス「SECOM
あんしんガラス」

日本初、個人情報をお預かりする
新型ホームセキュリティ「セコム・
ホームセキュリティ G-カスタム」

立体画像を使った顔認
証システム「ウォークス
ルー顔認証システム」

世界初、民間防犯用の
自律型小型飛行監視ロ
ボット「セコムドローン」

ネットバンキングの不正送
金被害を防止する「セコム・
プレミアムネットサービス」

※「ミライITアワード（日経BP社）」第1回総合グランプリ、「ベスト・オブ・ジャパン・ドローン・アワード2016」で応用サービス部門最優秀賞・オーディエンス賞を受賞

※情報漏えいやウイルス感染の脅威に対し、すぐに駆けつけ対処を行う技術集団

接近してくるドローンを
検知する「セコム・ドロー
ン検知システム」

世界初、民間防犯用の
飛行船「セコム飛行船」
を東京マラソン2016で
実用化

1981
日本初、家庭用安全システム

（現セコム・ホームセキュリティ）
日本初のホー
ムセキュリティ
システムを提供

New Topics

最高基準の安全でマイナンバー
をお預かりする「セコムあんしん
マイナンバーサービス」

セコムのサービス体制と実績
あらゆる「不安」を解決して「安全・安心」を提供するサービスを、世界で展開しています

2001
日本初、本格的な位置情報 
提供システム「ココセコム」
子ども、高齢
者などの屋外
の防犯に貢献

2007
日本初、
PFI刑務所を
運営開始
更生と社会復帰を支
援し、「安全・安心」
な社会の構築に貢献

2003 2011 2014

2015
「東京2020オリンピック・パラリン
ピック競技大会」オフィシャルパー
トナー（セキュ
リティサービス
& プ ランニン
グ）に決定

（2016年3月末日現在）

家庭向けセキュリティ
契約件数

114万4千件

法人向けセキュリティ
契約件数

100万5千件

セコムあんしんマイナンバー
サービス契約件数

480万人 契約会社数 2,600件

戦
略
的
C
S
R
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戦略的CSR

1994
日本初、
遠隔画像診断支援サービス
CT、MRIなどの画
像診断をサポート
し、医療の地域格
差解消に貢献

世界に類を見ないスピードで進展する日本の超高齢化。
セコムは、医療・健康・介護といったメディカルサービス
を中心に、セキュリティ事業や地理情報サービス事業の事

業基盤を使った高齢者の屋内外での見守りなど、「超高齢
社会」のさまざまな課題を解決するためのサービスを提供
しています。

超高齢社会
「超高齢社会」から派生するさまざまな社会問題に対し
メディカルサービスを中心に、ALL SECOMでご高齢者と
そのご家族に安心を提供しています。

社会課題

人口減少 保険医師・看護師不足
生活支援看護・介護病気 健康管理

AED導入件数
15万8,000件

セコム・メディカル
サポートセンター

24時間365日
シニアレジデンス

15カ所

訪問看護ステーション
33カ所

History Trail 〜事業を通じた社会課題の解決〜

1994 20011991 2002 2004 2013 20141988 1992 1996 2016

日本初のがん
を治すための
自由診療保険
「メディコム」

日本初、食事支援
ロボット「マイス
プーン」

日本初、本格的な
在宅医療サービス

日本初、レンタル
方式のAED

米国最大手の救
急医療会社の運
営を開始（1994
年まで）

東京都世田谷
区の「社会福
祉法人康和会
久我山病院」
の経営に参画

介護付き有料
老人ホーム「サ
クラビア成城」
の運営を開始

高齢者の暮らしを
サポートする会員
制サービス「セコ
ム・マイホームコ
ンシェルジュ」

2013
日本初、屋内外に対応 
の救急時対応サービス

「セコム・マイドクター
プラス」
高齢者や持病がある方
に安心を提供

2014
病院マネジメント支援サービス

「セコムSMASH」
病院経営の効
率化・医療の
質向上に貢献

2014
インドに「サクラ・ワールド・ 
ホスピタル」を開設
高品質の医療
サービス、効
率的な病院経
営を提供

■ 高齢者（65歳以上）の割合推移

出典：平成27年国勢調査

セコム・マイドクタープラス
24時間365日

提携病院 19病院

「いつまでも住み慣れた自宅で暮らしていきたい」という高齢者の願いをかなえるサービスを、東京・杉並区にある久
我山周辺地域で開始しました。「いつでも」「あらゆることに」対応する「暮らしの相談窓口」として、高齢者本人やその家
族が抱える日常生活上のお困りごとを解決するために、他企業や自治体と連携し、「安全・安心」「快適・便利」な生活を
送るためのサポートサービスを提供しています。

■ 地域密着、高齢者が自宅で暮らしていくためのサポート「セコム・マイホームコンシェルジュ」を開始

医療費の抑制が大きな社会課題となる中で、医療機関には医療の質向上と同時に、病院管理の効率化とコスト削減が
求められています。セコムが培ってきた病院運営支援、情報通信や地理情報サービス事業のノウハウを駆使し、セコム医
療システム（株）では、診療実績データの分析からコンサルティングまで、経営の効率化や医療の質向上を図るサービスを
提供しています。

■ 日本初、病院マネジメント支援サービス「セコムSMASH」で、医療現場を支える

New Topics

セコムのサービス体制と実績

SDGs

超高齢社会の課題を見据え、グループ総合力で新たなサービスを創出

0
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韓国

（2016年3月末日現在）
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さまざまな自然災害や火災の発生時に、都市の動脈で
ある交通システムや電気などのライフラインを守るため
の防災システムを開発・提供し、強靭（レジリエント）なイ

ンフラの構築と持続可能な街づくりに貢献しています。ま
た、危機管理の根幹である企業のBCP（事業継続計画）
の策定を支援するさまざまなサービスを提供しています。

災害・BCP・環境
自然災害からこの国に住む人々の人命と暮らしを守るための
総合的な防災システムや、環境保全に役立つサービス・商品を
提供しています。

社会課題

SDGs

省エネ住環境
資源の枯渇

地球温暖化火災
台風等の風水害

地震 津波

セコムあんしん情報センター
24時間365日

安否確認サービス契約件数
530万人

契約会社数 5,900件

契約人工衛星
31基

History Trail 〜事業を通じた社会課題の解決〜

1974 1989 20121999 2000 2004 2008 2009

能美防災（株）と提携

据置型消火器「トマ
ホークマッハ」

ニッタン（株）が
グループ入り

保険事業を開始

2006

災害時の早期業務再
開を支援する「セコム
安否確認サービス」

2005

防災用品セットの決定
版「セコム・スーパー
レスキュー」

正確で実用性の
高い情報を提供
する次世代防災
サービス「リアル
タイム災害情報
サービス」

2008
設備制御機能付き 
セキュリティシステム

「セコムFX」
きめ細かい設備制御に
よりオフィスの省エネ
に貢献

2009
「セコムあんしん
エコ文書サービス」
文書を電子化して保
管することで、セキュ
リティと業務効率の
向上、省資源に貢献

2013
「セコム非常呼集サービス」
災害発生時の
迅速な要員確
保など、初動
対応をフルサ
ポート

防災業界売上高 1位（能美防災）、3位（ニッタン）

ヘリコプター
3機

計測用航空機
48機

災害時の迅速な対応には、信頼性の高い情報が欠かせません。「リアルタイム災害情報サービス」は、公的機関による
情報に加え、独自に収集した情報やSNSで発信された情報等のビッグデータを解析し、地域特性に応じた災害情報を配
信。さらに、気象データをもとに災害発生リスクを分析・配信して、防災担当者の情報収集業務をサポートし、企業や住
民の被災リスクの軽減に貢献しています。

■ 災害リスクの把握と初動支援情報を提供し、復旧を支援する「リアルタイム災害情報サービス」

（株）パスコでは、地震・津波や火山噴火、土砂災害、洪水などのリスクを評価し、防災計画・ハザードマップの作成などの
事前対策から、災害時対策立案、復旧・復興支援まで、国土強靭化に空間情報技術で貢献しています。また、災害時には人
工衛星や航空機などにより、被災状況を迅速に把握し、関係機関に情報を提供しています。2016年7月、国土強靱化に積
極的に取り組んでいる事業者として一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会の「レジリエンス認証」を取得しました。

■ 国土強靭化への対策支援

New Topics

2000
日本で最高クラスの安全度を持つ

「セキュアデータセンター」を開設
データの安
全と社会の省
エネに貢献

セコムのサービス体制と実績
強靱（レジリエント）なインフラの構築と持続可能な街づくりに貢献

2013

（2016年3月末日現在）

2013
「セコムあんしん情報
センター」の発足
セコムグループの災
害情報の中核拠点とし
て、防災・減災・早期
復旧に貢献

「帰宅支援マップサー･
ビス」

能美防災（株）がセコム
グループ入り

戦
略
的
C
S
R
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●社会への情報発信
•サービス・商品をわかりやすく、比較検討しやすくご紹介するWeb
サイトとパンフレット
•防犯、防災を切り口とした社会に役立つ情報の発信
※詳しくは、27ページの「社会の安全・安心に貢献する情報発信」をご参照ください。

研究・開発

機器取付工事・
メンテナンス

緊急対処

機器製造

24時間監視・対応

営業活動

トータル
パッケージ
システム

●研究・開発
•基盤技術の研究
•独創的なサービス・商品の開発
•「セコムグループ機器標準仕様」
に基づく安全性確保
•技術動向や社会課題・ニーズ
の把握

●機器製造
•「セコムグループ機器標準仕
様」に基づく品質・信頼性の
確保

•「グリーン設計ガイドライン」
に基づく環境配慮
•品質マネジメントシステムの構
築・運用（ISO9001認証取得：
セコム工業（株））

●ご提案・セキュリティプランニング
•お客様のニーズに合った最適なサービス・
商品のご案内

•公正な営業活動
•広告物・パッケージの適正表記
•ご契約先とその周囲のプライバシーに配慮
したプランニング

●機器の設置工事・
取扱説明・
メンテナンス

•「安全作業ハンドブック」
に基づく安全管理
•厳格な設置基準
•わかりやすい取扱説明書
•使用方法の丁寧な説明

●緊急対処
•確実に安全を提供する
「システム行動」
•訓練された「安全のプロ」
•セキュリティドライビング
•地域推進リーダーの設置

●24時間監視・対応
•オペレーション・コン
トロール体制（セコ
ムコントロールセン
ター、ココセコムオ
ペレーションセン
ター、お客様サービ
スセンター、など）
•広域・大規模災害発
生に備えた体制構築

基盤的CSR

お客様とともに

高品質なセキュリティサービスを提供するために、セキュ
リティシステムの研究開発から機器の製造、営業活動、設
置工事、24時間監視、緊急対処、メンテナンスまでを、セ
コムグループで一貫して提供する「トータル・パッケージ・

システム」という独自のサービス体制を構築しています。
お客様に、サービス・商品を正確にわかりやすくお伝えす
るのはもちろんのこと、Webサイトやパンフレットにおい
ても、比較しやすくわかりやすい情報発信に努めています。

 高品質なサービス・商品の提供と社会への情報発信

セコムは「何を創るか」ではなく、「何のために創るか」という視点を重視しています。社会をより良く、人をもっと
幸せにするには「何が必要か？」という社会に対する強い「想い」を抱き、その実践のために独自の取り組みを重ね
ています。

サービス品質向上のためのアイデアコンテスト発表会

消費者課題
社会から信頼される企業として

「トータル・パッケージ・システム」とセコムの取り組み
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お客様とじかに接するセキュリティスタッフの知識と技能
は、サービスの質や信頼に直結します。そこで、担当する
スタッフによって対応が変わることなく均質なサービスが
提供できるよう、しっかりとした判断力と行動力を身に付け
させるため、「セコムの理念」や安全のプロとしての知識や

技術をはじめ、実際の業務で想定される場面に応じた対応
手順を定めた「システム行動」についての教育を徹底して
います。この他にも、職種やスキルに応じた多様な教育プ
ログラムを整備し、全国４カ所の研修センターで年間300
コースを超える研修を実施しています。

お客様から寄せられるご意見やご要望をサービス・商
品の改善のほか、研究・開発に活かしています。

■ お客様満足度促進担当
サービス品質の向上を図るために、お客様訪問を専門

とするスタッフを全国に配置。お客様を一件一件訪問し、
役立つ情報の提供や、ご要望への素早い対応を行ってい
ます。「困ったとき」だけではなく、「日常的なお客様の期

待」にお応えし、お客様の満足度向上に取り組んでいます。

■ セコムお客様サービスセンター
システムやサービス、商品に対するさまざまなご要望
やお問い合わせに電話でお応えしています。また、よりよ
いサービスを提供するために、お客様の立場に立った対
応の教育、商品知識の教育などを行い、社員のスキルアッ
プに努めています。

 プロフェッショナルな人財の育成

 お客様とのコミュニケーション

セキュリティのプロを育成する集合研修 「セコムお客様サービスセンター」お客様満足度促進担当

お
客
様
と
と
も
に

社
員
と
と
も
に

地
球
環
境
と
と
も
に

地
域
・
社
会
と
と
も
に

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

お客様からいただいたご意見・ご要望から、新サー
ビス・新商品が生まれます。例えば、ホームセキュリ
ティのご契約先からのご相談をきっかけに、生活支援
サービスの「セコム・ホームサービス」が誕生しました。
そのほか、「セコム・マイドクタープラス」や、「セコム・
ホームセキュリティG-カスタム」のデータお預かり機能
なども、お客様とのコミュニケーションから生まれました。

● セコム・ホームサービス
旅行中の郵便・新聞の保管やペットのエサやりなど
の相談を多数いただいたことから、生活支援サービス
の「セコム・ホームサービス」が誕生。突然のお困り

ごとや、家事サービス、住ま
い・家財のお手入れ、ECO（省
エネ）サポートなど、幅広い
サービスを提供しています。

● セコム・ホームセキュリティ  G-カスタムの 
　 データお預かり機能
東日本大震災時にいただいた声をもとに、家族や親
せき、友人などの連絡先や健康保険証などの身分証明
書、服用中のお薬の情報等さまざまな個人情報を、最
高レベルの安全性を誇る「セキュアデータセンター」で
お預かりする「データお預かり機能」を開発しました。

「お客様の声」は、サービス拡大の原動力
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基盤的CSR

社員とともに

「社員の向上と会社の発展は一体不可分」という基本理
念に基づき、人事運営をしています。

■ 研修・教育制度
社員の成長段階と職種に応じた独自の研修・教育体系

を整備して、人財を育成しています。

■ キャリア形成支援  
　 ～人事制度とキャリア形成支援～
「より努力し、能力を上げ、成果を発揮した社員にふさわ
しく報いる」ことを目的とし、「評価と育成」「透明性と公正
さ」を重視した人事評価制度を構築しています。
社員自らが申告した業務・成果・反省点と、職務ごとに
最適化された合理的な項目に基づき評価を行い、結果を
そのつど社員に開示するオープンで公正なしくみです。ま
た、評価は資格級や賞与審査のためだけに行うのではな
く、評価結果や理由を本人に伝えることで、社員を育成す
ることをも目的としています。
さらに、自分の将来の目標や希望を上司に申告し、仕事

を通じた自己実現の機会を得る「自己申告制度」や「チャ
レンジサポート制度」を構築しています。

 人事運営の基本理念

社員一人ひとりが常に自分の意志で活き活きと働き、自己実現をしていくことが、結果として組織の発展につなが
る「組織の力は社員個々の力の総和」という考えのもと、人財育成に力を注ぐとともに、公正な評価制度を構築し
ています。また、人権を尊重する組織運営を徹底し、福利厚生制度の充実や労働安全衛生に取り組んでいます。

部門別・職能別研修

人権・労働慣行
社会から信頼される企業として

各種研修制度

本人通知
面談

本人通知
面談

職務に対する取組姿勢、
業績・成果などの評価

年２回

保有能力の評価
年1回

賞与審査
年２回

再審査依頼

資格級審査
年1回

自己申告制度

チャレンジサポート制度
年1回

随時

社員の努力を公正に評価し、
自発的な成長を支援する人事システム

若手社員

OJT

業務

営業

集
合
研
修 管理

共通

自己研鑽

中堅社員

実務を通じた業務知識･理念･スキルの習得

幹部社員

新
入
社
員
入
社
時
研
修

フォロー
アップ研修 幹部研修中堅研修

基礎研修

新任営業員
研修

幹部研修

補職者研修

中堅営業員
研修

フォローアップ研修

各部署研修（法務、経理など）

管理部門担当者研修

通信教育助成制度（受講料の80%相当額を助成）

各種e-ラーニング
（情報セキュリティ、インサイダー防止、コンプライアンスなど）

海外留学制度（MBAなど）

新任事業所長研修 各部門責任者研修

社外セミナー、外部企業、団体への派遣

選抜研修

※キャリア形成支援のための取り組みやワーク・ライフ・バランスに関する各種制度については、Webサイト「CSRの取り組み」の「社員とともに」をご参照ください。
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■ SECOMライフサポート制度
仕事と家庭の両立支援のために、育児休業制度や介護
休業制度を設けて、利用促進を図っています。また、個々
の事情に応じた勤務地や就業形態を個別に検討し、長期的
なキャリアアップを
支援する「SECOM
ライフサポート制
度」を開始しました。
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育児休業取得者数
男性（右メモリ）
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10

5

0

143

多様な人財や価値観を取り入れ、それぞれが能力を発
揮して価値創造に活かすことが重要であるとの考えのも
と、ダイバーシティの推進に取り組んでいます。

■ 女性の活躍推進
社会全体で、女性が個々の能力を発揮し、さらに活躍す

るためには検討すべき課題が多くあると言われています。
セコムでは、男女問わず全社員の意識改革を行うことが
重要であると考え、「女性の活躍推進委員会」を中心に取
り組みを加速させています。

■ シニア社員の活躍推進
一部の職種に50歳以上の社員が利用できる短時間勤
務制度を設けているほか、勤務地域希望に柔軟に対応す

ライフステージにかかわらず、全社員が個々の能力を発
揮し、活き活きと職務を遂行できるよう、ワーク・ライフ・
バランス推進の方針を掲げ、仕事と家庭の両立を支援す
るための取り組みを行っています。

るなど、キャリアと知見を活かした職種への配置を積極的
に行っています。

■ 障がい者の雇用促進、活躍推進
特例子会社＊のセコムビジネスプラス（株）を設立し、雇

用を促進しています。また、ダイバーシティ基本方針に基
づき、必要に応じて手話通訳者の手配や支援機器・ソフト
を配置するなど、個別にきめ細かく対応しています。
さらに、障がいというダイバーシティを活かした新たな
価値を創造し、企業の成長に資する新たな障がい者雇用
モデルの確立などを目的とした一般社団法人企業アクセ
シビリティ・コンソーシアム（ACE）に参画しています。
＊特例子会社…障がい者の雇用を促進する目的で作る子会社のこと。

■ 休暇の取得推進
心身の休息、生活の充
実があってこそ仕事への
活力が生まれると考え、
年間を通して自由な時期
に取得できる柔軟な休暇
制度「フレックス休暇（毎
年連続最長10日間と最
長5日間）」や「リフレッシュ休暇（10年ごとに2週間）」を
設けるほか、有給休暇の取得推進も図っています。

 ダイバーシティの推進 ～ Diversity ＆ Inclusion ～

 ワーク・ライフ・バランスの推進

心肺蘇生法（CPR）の研修

次世代認定マーク
（愛称：くるみん）

一般社団法人 企業アクセシビリティ・コンソーシアム男性社員との座談会（女性の活躍推進委員会）

お
客
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と
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も
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育児休業取得者数年次有給休暇取得率の推移
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基盤的CSR

理と指導を行っています。

■ メンタルヘルスケア
「人事部」と「健康推進室」が連携し、厚生労働省の「労
働者の心の健康の保持増進のための指針」に基づいて「心
の健康づくり計画」を作成し、法に基づくストレスチェック
を実施するとともに、精神科医やEAPカウンセラー＊によ
る面談・研修などを行っています。
＊EAPカウンセラー…（Employee Assistance Program）メンタル面における
社員支援プログラムの専門カウンセラー。

■ セキュリティサービスでの取り組み
オンライン・セキュリティシステムや常駐警備、現金護
送などのセキュリティサービスの労働安全衛生リスクを最
小化するためのノウハウを蓄積した、独自の「システム行
動」、「セキュリティドライビング」、「装備品の点検」などの
しくみを構築し、社員の安全を確保しています。
さらに、高い技能を持つ社員の中から「セコムの理念」や

「システム行動」を組織に浸透させる役割を担う「地域推
進リーダー」を選抜し、地域ごとに配置。ヒューマンエラー
撲滅活動も推進しています。

「セキュリティドライビング」の徹底「明るい職場創造委員会」による事業所のリニューアル 「システム行動」に基づく外周点検

すべての社員が心身ともに健康で、意欲と情熱を持って
仕事に取り組めるよう、社員の健康維持・増進と安全で働
きやすい職場づくりを実践しています。

■ マネジメント体制
「人事部」が「健康推進室」「セコム健康保険組合」と協
力し、労働衛生管理体制の整備を進めるとともに、産業
医療分野の経験が豊富な「統括産業医」と「地域産業医」
が連携し、健康施策の推進とセコムグループ各社への助
言や社員の健康指導を行っています。
また、全国で「衛生委員会」を毎月実施し、社員の安全・
健康確保のための継続的な活動を推進しています。

■ 社員の健康管理・増進
社員とその家族の健康を守るために、毎年、社員の健康
診断と成人健診を実施し、さらに健診結果から、通院や治
療が必要と判断された社員には個別指導を行っています。
2015年度からは「セコム健康保険組合」と連携し、メ

タボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）のリスクが高
い社員の生活習慣見直しサポート「特定保健指導」を行っ
ています。また、2016年度は、全社員参加型禁煙支援プ
ログラム「セコム禁煙ナビ」を実施し、禁煙を決意した喫
煙者に、禁煙補助剤を無償で配布するなど、社員の健康
管理に積極的に取り組んでいます。

■ 長時間労働防止の取り組み
社会課題でもある長時間労働を防止するため、「人事
部」と関連部門に専任の担当者を
配置し、全国各地の責任者と連携し
て、継続的に時間管理と改善等の指
導を行っています。
また、社内イントラネット上には、
上司が社員の出退社時刻を日々把
握・確認できるしくみを構築し、各
職場においてもきめ細かい時間管

 労働安全衛生への取り組み

啓発ポスター

安全運転推進室の設置
2016年9月、「安全運転推進室」を設置。車両事故・交

通違反を撲滅し、地域社会の範となるよう、安全運転推進
に取り組んでいます。
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社員の士気を高め、活気ある健全な組織風土を築き、
組織の活力を最大化するため、セコムライブリィーユニ
オン（セコム社員連合組合）と会社で意見交換を行って
います。

■ セコムライブリィーユニオン
「社員の向上と会社の発展は、一体不可分である」と
の基本理念のもと、グループの健全な発展を思う社員有
志により、会社設立２年後の1964年に設立され、社員
が入社と同時に組合員となる「ユニオンショップ制度」を
採用しています。グループ各社や都道府県ごとを基本に
設置したブランチ（支部）で職場環境や日常業務の改善、
労働安全衛生などを話し合い、「セコム組織風土社員会
議」や「セコム社員中央審議会」を通じて、会社と協議を
しています。

■ セコム組織風土社員会議
全国の地域ごとに毎月開催し、日頃の業務や職場環境
の向上に向けて、会社の幹部と社員の代表であるセコム

セコムの運営の基本方針である「運営基本10カ条」で、
人権尊重の精神を示し、「セコムグループ社員行動規範」
で具体的に遵守すべき行動基準を定めています。人権尊
重の社員教育と組織運営を行うとともに、問題や悩みを
匿名で相談できる「社員相談サイト」や「セクシャルハラス

メント相談窓口」を設け、事案把握と早期解決により社員
を支援しています。また、バリューチェーン全体では、「セ
コムグループお取引先CSR推進ガイドライン※」を発行し、
お取引先とともに取り組んでいます。
※「セコムグループお取引先CSR推進ガイドライン」については、31ページをご参照ください。

ライブリィーユニオンの役員が、忌
き
憚
たん
なく率直に議論し合

う会議で、健全な組織風土の醸成に寄与しています。

■ セコム社員中央審議会
全国的な課題を意見交換する場として、「セコム社員中
央審議会」を毎月開催しています。社長をはじめ人事・業
務の担当役員・責任者とセコムライブリィーユニオンの
中央審議会委員が参加します。また、この下部組織である
「セコム社員中央審議会小委員会」では、人事・業務の
担当役員・責任者とセコムライブリィーユニオンの幹部
が、会社の施策や検討課題などについて、毎月定期的に
協議しています。

 人権の尊重

 セコムライブリィーユニオンとのコミュニケーション ～活気ある健全な組織風土の醸成～

「セコム社員中央審議会」地域ごとに開催される、「セコム組織風土社員会議」「セコムの理念」「セコムグループ社員行動規範」の研修
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「運営基本10カ条」（抜粋）
・社会は一人ひとりの人間によって構成される。セコムも同様に一人ひとりの社員によって構成される組織体である。いうまでもなく、

一番重要なことは、社員一人ひとりが、活き活きと価値ある人生を送ることである。セコムの組織内にあってはもちろんであるが、 
組織外であっても、人間尊重が基本であり、いかなる場合においても、いささかも人間の尊厳を傷つけてはならない。
・セコムは、すべてに関して礼節を重んずる。

議題・テーマ

●人事体系

・評価制度の適正運用

・ダイバーシティの推進

・採用・人員配置　など

●労働安全衛生
・超過勤務の状況
・有給休暇、その他休暇
の取得状況

・受動喫煙対策　など
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基盤的CSR

地球環境とともに
セコムがめざす安全で快適な暮らしの基盤が、地球環境の保全であるという認識のもと、バリューチェーン全体で、
地球温暖化防止、資源有効利用、生物多様性の保全などの地球環境保全に配慮した行動を実践しています。
※詳細な環境データについては、Webサイト「CSRの取り組み」の「CSRレポートダウンロード」より「ESGデータ環境編」を、生物多様性保全については、「地球環境とともに」の･
「生物多様性保全への取り組み」をご参照ください。

セコムグループ環境会議

環境
社会から信頼される企業として

「環境基本理念」と「環境基本方針」を定め、代表取締
役社長を最高責任者、取締役 総務本部長をリーダーとし
て、「社会・環境推進部」が中心となり、環境マネジメント
の運営、環境施策の立案と通知、監査など、グループ全
体の環境保全活動を推進しています。
また、グループ会社では専門分野を活かした先進的な
環境サービスを提供しています。

■ セコムグループ環境会議
社会の動向を踏まえ、環境課題をグループ各社で確認

し、対応を加速することを目的に毎年開催しています。
各事業セグメントの環境責任者・担当者が一堂に会し、
各社の環境保全活動の取り組みと成果、中長期的な温
室効果ガス排出の削減目標について意見交換を行って
います。
この会議での議論を経て、2020年度までのセコムグ
ループの車両の共通目標を決定しました。
※詳しくは、26ページの「くるまのエコ」をご参照ください。

■ 環境パフォーマンス管理
グループ各社を含む全国の事業所・拠点のエネルギー使
用量を、イントラネット上に独自に構築した「環境保全推進シ
ステム」で“見える化”し、エネルギー使用量の削減を推進
しています。また、車両ごとの燃料使用、走行距離、燃費な
どは「車両管理システム」で一元管理し、燃料使用量の削減
を推進しています。

 環境マネジメント

環境基本理念

セコムは「社業を通じ、社会に貢献する」という企業
理念に基づき、セコムがめざす安全で快適な暮らしの
基盤が地球環境の保全であるという認識のもとに、あ
らゆる事業活動において地球環境保全に配慮した行
動をとります。

環境推進
委員会

セコム
eco

チーム活動

本部・
事業部

本社
各部署

セコム（株）代表取締役社長

開発
センター

IS
研究所

管理・
技術調査
グループ

環境
エネルギー
グループ

担当役員：取締役 総務本部長

社会･環境推進部

総務本部グループ会社
セキュリティ事業

防災事業

メディカル事業

保険事業

地理情報サービス事業

情報通信事業

不動産事業

国際事業

◦環境マネジメントシステム（ISO14001）の認証取得
・セコム工業（株） （1999年11月）  
・（株）東光クリエート（1999年12月）
・セコム（株）TEセンター（2000年12月）	
・能美防災（株）（2001年8月）
・（株）パスコ（2003年2月）	
・（株）PASCO SPACE MAPPING TECHNOLOGY･
　（2003年2月）
・ニッタン（株）（2004年2月）
・（株）アサヒセキュリティ（2008年12月）

◦環境法令の遵守（省エネ法＊1、温対法＊2、自動車NOx・
PM法、フロン排出抑制法＊3、廃棄物処理法＊4、各自治
体の環境関係の条例（東京都環境確保条例等）） 
－2015年度の違反や係争事案はありません。

　＊1：エネルギーの使用の合理化等に関する法律	 ･
＊2：地球温暖化対策の推進に関する法律･
＊3：フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律	 ･
＊4：廃棄物の処理及び清掃に関する法律

「環境保全推進システム」 「車両管理システム」
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研究
開発 製造 物流 取付

工事

ご契約先

オンライン・セキュリティシステムにおける「資源循環型」・「低炭素型」のビジネスモデル

オンライン・セキュリティシステムのライフサイクルにおける環境配慮

セキュリティ機器のライフサイクル セキュリティサービス提供

回収廃棄

物流
製造

開発センター

IS研究所

環境技術の研究・システムの改善
サプライチェーンマネジメント
グリーン設計・グリーン調達

省エネ機器の導入・エコオフィス活動・グリーン購入・3R活動・ペーパーレス化の推進　他

梱包材リユース
物流ラインの効率稼働 低燃費車・エコ安全ドライブ

リユース・
リサイクル率の向上

工事効率の向上

研究
開発 取付

工事

廃棄回収

物流拠点のセコムFSセンター 回収機器の分別箱「環境配慮設計」に基づく省エネ型コントローラー
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資源の枯渇、増え続ける廃棄物などの世界的な環境課
題に対応するため、欧州委員会は2015年に新しい循環型
経済の構築をめざす戦略「サーキュラー・エコノミー」を
打ち出しました。これは、リユースを容易にする設計の推
奨、リサイクル率の向上などにより、資源の利用効率を高
めることを目的とするもので、長年のセコムの取り組みと
共通しています。

■ 「資源循環型」・「低炭素型」のビジネスモデル
セコムが1966年に日本で初めて開発したオンライン・
セキュリティサービスは、セキュリティ機器の開発・製造
から取付・運用、回収・廃棄まで、機器のライフサイクル
すべてをセコムグループ内で一元的に管理し、リサイクル
率やエネルギー効率の向上を追求する「資源循環型」・「低
炭素型」のビジネスモデルを実現しています。

■ 資源の有効利用
機器の開発・設計を担当する「開発センター」では、省
電力化、資源の有効利用、有害化学物質の不使用などを

定めた「環境配慮設計」を実践するため、サプライヤーの
皆様約100社に「グリーン設計ガイドライン」を配布して
います。その結果、製品の使用・廃棄に伴うCO2排出量
を2015年度は約9,641トン※削減することができました。
また、産業廃棄物の削減に継続的に取り組み、2015年度
の排出量は約2,603トンで対前年度比4.7％の削減となりま
した。さらに、回収した機器の徹底した分別により、約693ト
ンを有価物としてリサイクルし、資源を有効利用しています。
※製品使用期間中に使用する電力の削減および減量化・減容化に伴う省資源化の
効果についての当社試算

 サーキュラー・エコノミー

産業廃棄物量・有価物量 ―セキュリティ事業グループ―
（t） （t）

0
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1,000
1,500
2,000
2,500
3,000

3,500
4,000

（年度）2012 2013 2014 2015 0
100
200
300
400
500
600
700
800産業廃棄物量 有価物量

693

2,014

2,779 2,732 2,603

442
508

309
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基盤的CSR

セキュリティドライビング研修セコムの低燃費車エコ安全ドライブの実践

■ 目標と実績
地球温暖化は、熱波や豪雨などの異常気象の多発、作物収量の悪化、海面上昇、生態系への悪影響などにより、社会全
体の持続可能な発展を脅かすおそれがあります。そこで、セコムは2008年からCO2排出の削減をKPI（主要業績評価指標）
として取り組み、2016年には、2030年の温室効果ガス排出を35％削減するという新たな中期目標を策定しました。さら
に、2050年に向けてセコムグループ全体で温室効果ガス排出の80％削減をめざしています。

短期目標と実績

中期目標と実績

50,000

55,000

60,000

65,000

（t-CO2）

67,909 66,211 63,088 63,939 58,431 58,335

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 （年度）2014 2015

58,177

実績 目標（対前年度比 1.5％削減）基準年

56,242 53,707

20.9%削減
（年平均2.9%削減）

2015年度実績
4.5%削減

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

2013 2014 2015 2030 （年度）

（t-CO2e）
実績 目標（対2013年度比35％削減）

57,518 55,675 54,577 37,387

基準年

2030年度目標
35%削減

5.1%削減

※1：CO2排出量は、過年度の実績を含め、直近年度のCO2換算係数を用いて算出しています。

※2：温室効果ガス排出量は、毎年報告年度のCO2換算係数を用いて算出しています。

 地球温暖化防止の取り組み

目標  セキュリティ事業グループのＣＯ2排出を、2020年度まで毎年1.5%継続的に削減する。

目標  セキュリティ事業グループの2030年度の温室効果ガス排出を、2013年度比で35％削減する。

◦日本政府は「地球温暖化対策計画」
で、2030年度の温室効果ガス排出を
2013年度比で26%削減することを目
標としています。その目標の基礎とし
ている部門ごとの削減目標を、セコム
が使用するエネルギー構成に当ては
め、中期目標を決定しました。
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LED照明化されたオフィス 食の通信販売「セコムの食」―生物多様性保全の取り組み―セコムが協賛する「子どもエネルギークイズ選手権」
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セキュリティ事業では、多数の車両を使用しており、車
両燃料に起因するCO2排出量が全体の半分を占めていま
す。そこで、車両とオフィスそれぞれについて、ハードとソ
フトの両面から排出削減に取り組んでいます。

■ くるまのエコ
『2020年度末までに、セコムグループのすべての四輪
車両を「低燃費車」※にする』ことをグループ各社の共通目
標にして、使用状況に基づいたきめ細かい車両選定（ハー
ド面）、教育・啓発による「エコ安全ドライブ」の推進（ソフ
ト面）に、セコムグループ全体で取り組んでいます。

車両燃料使用量 電力使用量

■ オフィスのエコ
オフィスの電力使用量を削減するために、「エコロジー

とエコノミーを両立する最適な省エネ機器の積極導入
（ハード面）」と「全社的な節電・省エネ活動（ソフト面）」
に取り組んでいます。

ソフト面の取り組み

2015年度 CO2排出量の内訳
―セキュリティ事業グループ―

電気
51.8%

車両燃料
45.0%

その他  3.2%

ハード面の取り組み

ハード面の取り組み
◦コピー機、プリンター、FAX、スキャナーを複合機１台に交換
◦LED照明への切り替え
◦デスクトップPCのシンクライアント端末化
◦高効率空調機器への切り替え

◦「環境保全推進システム」による環境パフォーマンス管理
◦環境推進委員会（全国28ヵ所）による、オフィスの節電・
省エネの取り組み

節電・省エネ活動

■「環境推進委員会」
各事業所のエネルギー使用量の大幅な増減が発生した場合、
原因の確認と、必要な是正措置を実施

■ガイドラインに基づく節電・省エネ運用　
建物や設備に応じた「省エネ活動手引書」
空調・照明の「節電・省エネガイドライン」

■ 「節電・省エネ点検」
電気使用量が増える夏期・冬期の前に、全事業所で実施

■ 環境教育
環境保全意識の啓発と知識向上を図る「環境のホームページ」
一人ひとりが環境保全に取り組む「セコムｅｃｏチーム活動」

◦車両を用途と仕様で20タイプに分類。環境性能や走行
性能で候補車両を絞り、想定される走行距離やリース料
を踏まえ、最適な車種を選定しています。

 地球温暖化防止対策

（KL）

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500
12,660

11,892 11,803 11,679
11,467

2008 （年度）2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

11,215

10,832

10,303

（MWh）

45,000

50,000

55,000

60,000
60,620

57,873
59,326

50,793 51,230

2008 （年度）2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

51,779
50,170

48,047

ソフト面の取り組み
◦エコ安全ドライブコンテストの実施
◦エコ安全ドライブポスター・ステッカーの貼付
◦セキュリティ・ドライビング・トレーナー
による運転指導
◦イントラネット上では、「低燃費車」導入状
況や運転マニュアル、事業所の燃費向上状況を掲示

※セコムの「低燃費車」とは、｢平成32年度燃費基準｣ ｢平成27年度燃費基準」「平
成22年度燃費基準＋25％」のいずれかと、「平成17年排出ガス基準－75％」をあ
わせて達成した車両のことです。
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地域・社会とともに

「安全・安心」のプロとしてのノウハウを活かし、さまざ
まな危険から身を守るための防犯教室・セミナーの開催
やWebサイト、書籍を通じて、防犯意識の啓発を行って
います。

■ 子どもに伝える「安全・安心」
独自に作成した教材を使い、社員が先生役となる「セコ

ム子ども安全教室」を開催し、子どもとその保護者、学校
関係者などを対象に、子どもが犯罪に巻き込まれないた
めの授業を行っています。
また、安心子育て応援サイト「子どもの安全ブログ」
や防犯絵本などを出版し、子どもの安全啓発を行ってい
ます。

■ 女性に伝える「安全・安心」
女性社員と「IS研究所」の研究員による「働く女性の安
全委員会」では、女性のための防犯本の監修や防犯サイ
ト「女性のためのあんしんライフnavi」の運営、防犯セミ

ナーなどを通じて、犯罪の実態と防犯対策を伝える啓発を
行っています。

■ シニアに伝える「安全・安心」
超高齢社会の中で増える高齢者の方々の犯罪被害を防

ぐために、長年にわたってサービスや商品を提供してきた
安全のプロとして、高齢者向けの防犯・防災対策本の発
行や、「安全・安心」な暮らしに役立つ情報サイト「おとな
の安心倶楽部」の運営など、高齢者の方々が犯罪に巻き
込まれないための取り組みを行っています。

■ 海外での防犯対策
インドネシアでは、日本とは大きく異なる環境下での安
全対策として、現地ご契約先企業の日本人社員とそのご家
族を対象に「生活安全セミナー」を開催しています。
また、東京では、海外勤務者の子どもたちが通う在外教
育施設（日本人学校など）の職員の方々に対して、海外で
のリスクマネジメントについての講演を実施しました。

 防犯意識の啓発活動

「安全・安心」をさらに社会に広め、地域社会の発展に貢献することもセコムの使命と考え、子どもや女性、シニ
アに対する防犯意識の啓発を行っています。また、サイバー犯罪防止、次世代の育成支援、長距離競技やラグビー
などのスポーツ競技の発展への寄与などさまざまな社会貢献に取り組んでいます。

コミュニティへの参画及びコミュニティの発展
社会から信頼される企業として

社会の「安全・安心」に貢献する情報発信
防犯・防災のプロであるセコム社員による「子を持つ親の安全委員会」「働

く女性の安全委員会」「シニアの安全を考える委員会」を設置し、専門知識を
活かした防犯・防災などに役立つ情報を、安全教室・セミナーやWebサイト、
SNS、書籍などさまざまな媒体を通じて発信しています。

■安全教室・セミナーの開催
◦セコム子ども安全教室
◦女性の防犯セミナー
◦シニアの防犯セミナー　ほか

■書籍など
◦防犯絵本
ストーリー展開型「白いおばけのスー」
本格的な幼児向け「わたしをみて、おかあさん！」
ハローキティの幼児向け「おやこで みにつく あんぜんえほん」シリーズ
◦防犯のプロが教える「わが子を守る家族の安全マニュアル」
◦セコム執筆「大切な子どもの守り方」
◦防犯ニュースをお届けする「セコム新聞」

■SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス） 
「安全・安心」な生活に役立つ情報を発信

◦facebook ･
　「セコムタウン」

◦twitter ･
　「SECOM_jp」

◦YouTube･
　「SECOM TV」

■Webサイト
◦子どもの安全ブログ
◦女性のためのあんしん･
ライフnavi

◦おとなの安心倶楽部
◦注目テーマを扱った特集
セコム防犯ブログ
セコム防犯・防災入門
あなたの家の防犯診断
子どもの防犯プロがチェック
防犯女子度チェック
鳥インフルエンザ対策サイト　など

セコムインドネシア（株）による「生活安全セミナー」
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子どもたちが経済のしくみや社会とのかかわりを学び、
働くことへの理解を深めることを目的として、地域社会や
NPOと連携し、小学生を対象にした体験型実技演習プロ
グラム「スチューデント・シティ」の運営や、高校生が企
業で働く社員の影のようについてまわり、働くことを学ぶ

「ジョブシャドウ」の機会提供などを行っています。
また、2015年度からは、文部科学省が推進する次世代
人材育成事業「スーパーサイエンスハイスクール」に参画
し、理数教育に特に注力している中学校・高校が行う科学
技術への関心を深める特別講座の開講に協力しています。

地球観測衛星や航空機などの最適な手法を使い、地理
情報を収集する技術とその情報を解析する技術を駆使し、
災害などによる地形の変化などの状況把握をいち早く行
い、災害対策を実施する地方自治体や各省庁などの関係
各機関にその情報を無償で提供しています。

警視庁とサイバー犯罪の認知、被害防止などに関して
相互協力を行う、共同対処協定を2013年6月に締結し、
サイバー犯罪の被害実態の早期把握と、被害拡大防止に
向け取り組んでいます。また、サイバー空間の脅威への
対処経験などを蓄積・共有するとともに、警察による捜査

権限のより効果的な行使をはじめとする、脅威への先制
的・包括的な対応を可能とした、サイバー犯罪対策組織
である一般財団法人日本サイバー犯罪対策センターに参
画しています。

 次世代の育成支援

 災害復旧支援活動  （株）パスコ

 サイバー犯罪防止の取り組み  セコムトラストシステムズ（株）

熊本地震災害
（2016年4月 熊本県南阿蘇村）

ⒸAirbus DS 2016

地球観測衛星「SPOT6&7」
ⒸAirbus Defence and Space

地震 　2015年4月　ネパール連邦民主共和国　地震災害
火山 　2015年4月　蔵王山 火山活動モニタリング
火山 　2015年5月　箱根山大涌谷 火山活動モニタリング
火山 　2015年5月　口永良部島 火山活動モニタリング
火山 　2015年6月　浅間山 火山活動モニタリング
火山 　2015年8月　桜島 火山活動モニタリング
台風 　2015年9月　台風18号豪雨災害
火山 　2015年9月　阿蘇山火山活動モニタリング
地震 　2016年4月　熊本地震災害
台風 　2016年8月　台風10号豪雨災害

2015年度以降の主な活動

セコムラガッツの東日本大震災被災地でのラグビー教室大学生を対象としたインターンシップ

お
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様
と
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台風10号豪雨災害
（2016年8月 北海道富良野市）

ⒸAirbus DS 2016

台風18号豪雨災害
（2015年9月 茨城県常総市）

スーパーサイエンスハイスクールの特別講座
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コーポレート・ガバナンス

セコムグループでは、コーポレート・ガバナンスの充実
を経営上の極めて重要な課題であると位置づけ、「社業を
通じ、社会に貢献する」という企業理念の実現と、企業価
値の向上のために、事業活動を律する枠組みとして、コー
ポレート・ガバナンス体制を整備しています。
具体的には、コーポレートガバナンス・コードを踏まえ、

トップマネジメントのイニシアチブのもと、社外取締役お
よび社外監査役によるステークホルダーの皆様の利害に

配慮した経営に対する独立監督機能および業務執行の適
正保持機能を活用しつつ、情報開示の徹底、コンプライア
ンス体制の強化等に積極的に取り組んでいます。
さらに、ディスクロージャーポリシー＊を掲げて、正確・
公正・迅速な情報開示に努めるとともに、セコムに対する
理解を深めていただくために積極的に情報開示を行って
いきます。
 ＊ディスクロージャーポリシー…経営上の重要な情報を開示する方針のこと。

■ 企業統治の体制

お客様の生命・財産を第三者の不法・不正行為から守
るセキュリティ事業を行う上で何よりも重要なのは、社員
一人ひとりが、誠実に業務を遂行し、お客様や社会からの
信頼を得ることです。
近年、コンプライアンスが厳しく求められるようになり

ましたが、セコムは創業以来、日本国憲法および関係法規

に従うだけではなく、法の精神も遵守することが重要であ
ると考え、社員のあるべき姿およびあらゆる業務の根底に
あるコンプライアンスに関する考え方を示した「セコムグ
ループ社員行動規範」を制定し、さまざまな機会を通じて
一人ひとりの社員に徹底させています。

 コーポレート・ガバナンス体制

 コンプライアンス

ステークホルダーの皆様から、「価値ある企業」「信頼できる企業」として支持され続けるために、中長期的な企業
価値・株主価値の最大化に努めるとともに、社会的な責任を果たし、かつ持続的な成長と発展を遂げていくこと
が重要であると認識し、取り組んでいます。

定時株主総会

組織統治・公正な事業慣行
社会から信頼される企業として

近年の主な取り組み

株主総会

選任、解任
取締役候補者の提案

報酬決定権の授権

報酬額の決定

選任、解任

重要事項の報告

（監査役室  専任2名）
業務監査・会計監査

コンプライアンス監査

コンプライアンス徹底・
内部監査

選定、監督

審議

調整

会計監査

執行役員

監査役会（5名）
うち、社外監査役3名

取締役会（10名）
うち、社外取締役3名

指名・報酬
委員会

組織風土委員会

内部監査部門

監査法人による
外部監査

法務部門
代表取締役社長

2006年 内部統制システムの構築

2006年 セコムグループ企業経営基本規程の制定

2007年 プライバシーポリシー制定

2008年 ディスクロージャーポリシー制定

2008年 内部統制報告制度への対応

2010年 ALL SECOMの宣言（グループ連携と総合力の発揮）

2010年 セコムグループ経営会議の設置（運営理念の共有化）

2013年 社外取締役設置（2名）

2013年 CSRレポート発行(以後毎年)

2014年 インサイダー取引の防止に関する規定の制定
2016年 指名・報酬委員会の設置

2016年 社外取締役増員（3名）

（2016年6月24日）
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社会からの情報開示の要請にお応えし、説明責任を果
たすため、CSRレポートやWebサイト、評価機関からの調
査票などを通じ、ESG情報の開示を拡充しています。
また、ステークホルダーの皆様からいただいたご意見
は、関連部門へフィードバックするなどし、取り組みに活か
していきます。

■ 環境省「環境情報開示基盤整備事業」へ参画
企業の環境保全活動促進と、その取り組みや成果を踏

まえた投資を活性化することを目的とする開示システムを
検討する環境省の試行事業に、初年度から4年連続で参画
しています。

■ 「第19回環境コミュニケーション大賞」の 
　 「優良賞」を受賞
優れた環境報告書や環境活
動レポートなどを表彰する環
境省主催の「環境コミュニケー
ション大賞」で、「CSRレポー
ト2015」が「優良賞」を受賞
しました。これは、環境配慮型
のビジネスモデルやサプライ
チェーン全体のCO2排出量把
握、詳細なESGデータ開示な
どが評価された結果で、2年連
続の入賞となりました。

リスクマネジメントがセコムの事業そのものであると捉
え、日々の事業活動にリスクマネジメントを組み込んでい
ます。
具体的には、担当役員は代表取締役社長の統轄のもと

自己の担当する事業分野について事業リスクおよび不正
リスクを分析・評価し、内規および各種マニュアルを策定。 
なお、内規・各種マニュアルには、日常的なリスクモニタ
リング制度に加え、リスクの分析と評価に基づく予防策や
有事の際の迅速かつ適切な情報伝達と緊急態勢などが含
まれており、環境変化の都度修正しています。

■ 情報セキュリティと 
　 プライバシー保護
個人情報をはじめとするお客様情
報の管理は、経営の根幹を成すもの
として最重要視し、強固な情報セキュ

リティシステムを構築するとともに、運用しています。毎
年全社員を対象にe-ラーニングと確認テストを行って基
本事項やルールの徹底を図るとともに、個人情報の取り
扱い、データの管理、整理整頓や出入管理の点検などが
確実に行われているか、「組織指導部」が全事業所の定期
的な監査を実施しています。

■ BCP（事業継続計画）
24時間365日、間断なく「安全・安心」を提供するた

めに、地震、台風などの大規模災害、広域停電、新型イン
フルエンザの大流行などの際にも、事業を継続できるよ
うに体制および諸規則を定め、設備やシステムを整備し
ています。また、社員一人ひとりが災害発生時に適切な
行動ができるように、避難訓練をはじめ、日頃からさまざ
まな場面を想定した訓練を行っています。

 ステークホルダーの皆様とのコミュニケーション

 リスクマネジメント体制

環境コミュニケーション大賞表彰式ヘリによる大規模災害時の緊急支援活動 有事に備えた訓練の実施
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高品質なサービス・商品を提供するためには、さまざ
まなサプライヤーの皆様の協力が不可欠です。相互理解
と法令遵守の精神を重要視し、強固なパートナーシップを
築くとともに、人権尊重、労働安全衛生、環境保全などの
CSR課題へバリューチェーン全体で取り組んでいます。

■ 「セコムグループお取引先CSR推進ガイドライン」 
　 ～ CSR調達～
社会的責任に関する国際規格であるISO26000の中核
主題などへの取り組み状況の把握を目的に「サプライヤー
CSR調査」を2013年に実施しました。さらに、バリュー
チェーン全体でCSRの共通認識を持ち、対応を推進する
ために、「セコムグループお取引先CSR推進ガイドライン」
を制定し、2016年9月には主要なお取引先に配布し、取

り組みを要請しました。
また、海外グループ企業のマネジメント層に対して、各
国の法令遵守や、賄賂の禁止、情報管理など、コンプライ
アンスについてのさまざまな研修教育を行い、お取引先と
の公正で健全なパートナーシップの構築に努めています。

■ テクノ事業本部と協力会社の取り組み
「テクノ事業本部」では、セキュリティシステムの工事や
建物の設備点検、予防保全・改修提案を行うファシリティ
マネジメント業務に携わる協力会社の皆様とともにコンプ
ライアンスの強化、労働安全衛生などに取り組んでいます。

■ 地球温暖化防止対策 
　 ～スコープ3の算定と温室効果ガス削減～
バリューチェーン全体での基礎情報として活用するた

め、セキュリティ機器の製造過程や使用時など、社外で間
接的に発生する温室効果ガス排出量（スコープ3）を算定
しています。地球温暖化防止活動に対する理解が深まり、
年々算定に参加する企業数が増えるとともに、算定精度
が向上し、排出削減も進んでいます。

 お取引先とともに

2016年「全国安全衛生大会」2015年度「海外責任者会議」

バリューチェーン全体の温室効果ガス排出量  
―セキュリティ事業グループ―

販売製品の廃棄処理 0.2%

燃料・エネルギー
関連活動 1.3%

従業員の通勤 1.7%

製品の使用 10.8%

出張 0.5%

上流の輸送・流通
0.1%

資本財 3.5%

事業活動で
発生する廃棄物
0.2%

ガソリン等
6.6%  下流の

リース資産
   13.0%    電気

6.9%

購入製品・サービス
55.2%

合計
404,883t

スコープ 3
86.5%

（350,307t）

スコープ 1
6.6%

（26,756t）

スコープ 2
6.9%

（27,819t）

ガイドラインの掲載内容

◦法令遵守	�������法令・社会規範遵守（日本及び各国・
地域）、輸出入取引

◦組織統治	�������情報セキュリティ、個人情報保護、情報
開示、危機管理、不正行為、通報窓口・
通報者保護、インサイダー取引

◦人権・労働	�����人権尊重、差別禁止、多様性の受容、
団結権・団体交渉権、児童・強制労働、
労働条件、ハラスメント、安全衛生・健
康管理、紛争鉱物

◦環境保全	�������温暖化防止、資源有効利用、汚染防止、
化学物質管理、廃棄物、生物多様性、
環境目標

◦事業慣行	�������腐敗防止、収賄・贈賄、過剰な接待・
贈答、競争ルール・公正取引、強要、知
的財産権、反社会的勢力

◦消費者課題	����品質管理、安全性、適正表記・情報開示

基盤的CSR
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2016年「全国安全衛生大会」

セコムのCSRに期待すること
■ 企業に求める社会貢献
私もこれまで幾つかの企業で働く都度、企業のCSRにつ
いて考えてきました。企業の最大の社会貢献とは、まず、
本来の事業活動で堂々たる収益をあげて税金を払い、従
業員にふさわしい給与を支払い、その他ステークホルダー
も満足できるように活動していくことにあると考えていま
す。日本経済の現状の低成長の中で、第三の矢を含め政
府に期待すべきことがあるのは事実ですが、経済活動の主
役は、あくまでも民間企業です。技術開発、新製品・新サー
ビスの提供、新しいビジネスモデルの導入などが成長の最
大の原動力であり、このことは立派な社会貢献です。
企業はそれ以外にも、社会貢献の役割を担っています。
私の関係している東京オリンピックは、国や都などに加え、
民間企業の多大なサポートがあってこそ2020年に立派
な開催が可能になります。多くの企業がCSR活動の一つと
してとらえていただいていることに感謝しています。

■ セコムならではの取り組みに期待
CSR活動の面で、セコムはある意味、特殊な会社では

■ 社会インフラを支える企業として
セコムの事業領域はとても広く、社外取締役に就任して
から知った事業がたくさんあります。社会のニーズを的確
に捉えて新しいサービスを提供するクリエイティブな会社
で、革新性・創造性に優れていると思います。
セコムの事業はすでに必要不可欠な社会インフラと
なっています。私が代表を務める渡辺パイプ（株）も全国･
ネットワークの流通体制を構築し、災害時には緊急資材の
提供を行う協定を全国自治体と締結しています。インフラ
を支える企業としての責任と自負を持って取り組んでいる
点においては、共通点を感じております。

■ 社員一人ひとりの力が、会社の成長につながる
社員に「自社の事業の社会的価値」や「一人ひとりの仕
事が社会に役立っていること」をしっかりと伝え、社員が
理解し、意識するようになれば会社は成長します。
セコムも、お客様の鍵を預かるという重い責任を果たす
ために、行動規範などの規則やルール、モラルを重視し、
手間をかけて教育して士気の高揚を図っています。組織

ないでしょうか。それは、社会の、「安全・安心」という最
も基本的な価値を守ることが本来の仕事であり、本業で
社会に明示的に貢献していくことが期待されているからで
す。それだけに、役員や社員の皆さんには、いわゆる「社
会的責任」という概念よりも重い責任がかかる可能性があ
りますが、これに応えていただきたいものです。
また、セコムとしては、多数の車両や今後も規模拡大が
見込まれるデータセンタ―において、エネルギー使用の
合理化やCO2の排出削減への取り組みを続けていくこと
が課題です。時折話題となる正規・非正規雇用のバラン
スなどにも配意する必要があります。さらに、このところ
日本は数々の自然災害に見舞われていますが、こうした際
にセコムならではの取り組みがあると思います。

が大きく大変なことですが、信頼構築のためには欠かすこ
とはできないでしょう。

■ 持続的に成長し続けるために
会社の売り上げや利益は、社会から評価された結果で

す。評価されるためには、現在の業界トップという地位に
慢心せず挑み続けなければなりません。社会の課題を見
いだし、セコムの多岐にわたるグループの事業領域を基盤
としていろいろなサービスを提供すること、そのためには、
セコムのクリエイティブなDNAを引き継いでいくことが大
切です。
セコムグループの総合力を活かして、社会が必要とする
新たなサービス・商品を創造し、より一層成長することを
期待しています。

社外取締役   河野 博文
（非常勤・独立役員）
独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱物資源機構  
特別顧問

社外取締役   渡邊 元
（非常勤・独立役員）
渡辺パイプ（株）　代表取締役社長

社外取締役 メッセージ
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セコムグループの概要

セコム株式会社  会社概要

主なグループ企業

	 会社名	▶ セコム株式会社　SECOM CO., LTD.
	 本社所在地	▶ 〒150-0001　東京都渋谷区神宮前一丁目5番1号
	 設立年月日	▶ 1962年（昭和37年）7月7日
	 創業者	▶ 取締役最高顧問　飯田　亮
	 代表者	▶ 代表取締役社長　中山　泰男
	 資本金	▶ 663億円（2016年3月31日）
	 上　場	▶ 東証一部
グループ社員	総数	▶ 57,957名（2016年3月31日）
	 連結決算	▶ 売上高　　8,810億2,800万円（2016年3月期）
		 　 経常利益　1,348億2,600万円（同上） 
	 　 	　 当期純利益　770億3,900万円（同上）

◦セキュリティ事業
セコム株式会社
セコム上信越株式会社
セコム北陸株式会社
セコム山梨株式会社
セコム三重株式会社
セコム山陰株式会社
セコム高知株式会社
セコム宮崎株式会社
セコム琉球株式会社
株式会社アサヒセキュリティ
東洋テック株式会社
セコムジャスティック株式会社
セコムスタティック北海道株式会社
セコムスタティック東北株式会社
セコムスタティック関西株式会社
セコムスタティック西日本株式会社
セコムジャスティック上信越株式会社
福岡流通警備保障株式会社
JR九州セコム株式会社
株式会社エリアサービス
日本安全警備株式会社
株式会社日本緊急通報サービス
名鉄セコム株式会社
株式会社メイアン

セコムウィン株式会社
セコム工業株式会社
日本原子力防護システム株式会社
オーテック電子株式会社
クマリフト株式会社
セコムアルファ株式会社
社会復帰サポート美祢株式会社
セコム美祢セキュリティ株式会社
社会復帰サポート喜連川株式会社
セコム喜連川セキュリティ株式会社
ホームライフ管理株式会社

◦防災事業
能美防災株式会社
ニッタン株式会社

◦メディカル事業
セコム医療システム株式会社
セコムフォート株式会社
セコムフォートウエスト株式会社
株式会社プライムステージ
セコムフォート多摩株式会社
株式会社アライブメディケア
株式会社マック
セコムメディファーマ株式会社

◦保険事業
セコム損害保険株式会社
セコム保険サービス株式会社

◦地理情報サービス事業
株式会社パスコ

◦情報通信事業
セコムトラストシステムズ株式会社
株式会社アット東京

◦不動産事業
セコムホームライフ株式会社
株式会社荒井商店

◦国際事業
中興保全股份有限公司（台湾）
株式会社エスワン（韓国）
西科姆中国有限公司
大連西科姆電子安全有限公司
上海西科姆保安服務有限公司
北京京盾西科姆電子安全有限公司
青島西科姆電子安全有限公司
広東金鵬西科姆電子安全有限公司
福建西科姆電子安全有限公司 

陝西西科姆電子安全有限公司
四川西科姆電子安全有限公司
浙江西科姆安防系統科技有限公司
遼寧西科姆安全防犯有限公司
西科姆津盾天津安全防犯有限公司
西科姆天津物業管理有限公司
上海能美西科姆消防設備有限公司
タイセコムセキュリティ株式会社
セコムマレーシア株式会社
セコムシンガポール株式会社
セコムインドネシア株式会社
セコムバヤンカラ株式会社（インドネシア）
セコムベトナムセキュリティサービス株式会社
ミャンマーセコム株式会社
セコムPLC（英国）
セコムオーストラリア株式会社
セコムガードオールNZ株式会社（ニュージーランド）
ウェステック・セキュリティ・グループInc.(米国)

（公財）セコム科学技術振興財団
1979年3月、創業者・飯田亮の拠出資金を
基本財産として設立。安全を中心とする科
学技術の研究開発の助成、普及啓発、情報
交流などを通じて、科学技術の振興をはか
り、社会の真の安全化をめざしています。

東京・原宿にあるセコム本社ビル

セコム（株）　
セコム上信越（株）
セコム北陸（株）　
セコム山梨（株）
セコム三重（株）　
セコム山陰（株）
セコム高知（株）

●本レポートで、「セキュリティ
事業グループ」と表示して
いる場合は右記26社です。 
また、「セコム」「セコムグ
ループ」と表示している場
合は他の事業会社を含めて
います。

セコム宮崎（株）
セコム琉球（株）
セコム佐渡（株）
セコムジャスティック（株）
セコムスタティック北海道（株）
セコムスタティック東北（株）
セコムスタティック関西（株）　

セコムスタティック西日本（株）
セコムスタティック琉球（株）
セコムジャスティック上信越（株）
セコムジャスティック北陸（株）
セコムジャスティック山梨（株）
セコムジャスティック山陰（株）
セコムジャスティック高知（株）

セコムジャスティック宮崎（株）
セコムテクノ上信越（株）
セコムテック山陰（株）　
セコム工業（株）
セコムアルファ（株）
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海外展開

連結決算  業績ハイライト

韓国

台湾

フィリピンタイ
ラオスラオス

オーストラリア

ニュージーランド

ベトナムベトナム
マレーシアマレーシア

インドネシア

シンガポール

ミャンマー

シンガポール

ミャンマー
インドアラブ首長国連邦

フィンランド

スウェーデン

ベルギー

イギリス

中国
アメリカ

ブラジル

セキュリティ事業（セコム）
セコムグループの海外展開

防災事業（能美防災・ニッタン）

地理情報サービス事業（パスコ）
メディカル事業（セコム医療システム）

▼ 売上高

▼ 経常利益
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▼ 当期純利益
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▼ 営業利益
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売上高※  2015年3月期  2016年3月期

セキュリティサービス事業  4,688  4,928
防災事業   1,211 1,317
メディカルサービス事業 601 640
保険事業   377 401
地理情報サービス事業   527 525
情報通信事業   477 484
不動産・その他の事業  522 511
連結売上高   8,407 8,810

※セグメント間取引を除く

セキュリティ
サービス事業

55.9%

不動産・
その他の事業
5.8%

※セグメント間取引を除く

情報通信事業
5.5%

地理情報
サービス事業
6.0%

保険事業
4.6%

メディカル
サービス事業
7.3%

防災事業
14.9%

（単位：億円）
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▼ 事業別売上高内訳  2016年3月期




